
  
 

 

 
 

星
野
市
長
と
五
団
体
代
表
が
面
談 

 
 
 
 

「我
孫
子
に
郷
土
資
料
館
を
」訴
え 

  

７
月
１２
日
（火
）五
団
体
各
代
表
が
市
長
室
に
星
野
市
長
を

訪
ね
、「
我
孫
子
市
に
郷
土
資
料
館
（セ
ン
タ
ー
）の
建
設
を
」と

訴
え
た
。 

こ
れ
ま
で
も
五
団
体
会
議
で
は
市
の「
文
化
交
流
拠
点
施

設
」構
想
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
応
募
し
、
意
見
書
を
も

っ
て
五
団
体
が
抱
く「
郷
土
資
料
館
構
想
」を
訴
え
て
き
た
。
ま

た
各
地
区
で
郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
講
演
会

を
実
施
し
た
こ
と
も
あ
り
改
め
て
市
長
に
要
望
を
伝
え
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
星
野
市
長
は
３０
分
間
に
亘
り
市
の
現
状
を

説
明
さ
れ
た
。「
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や

消
防
署
の
建
設
の
目
途
が
立
っ
た
の
で
、
次
の
課
題
と
し
て
市

民
会
館
と
小
中
学
校
の
建
て
替
え
を
考
え
て
い
る
。
市
民
会

館
（文
化
交
流
拠
点
施
設
）に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
の
意
見
を
幅

広
く
聞
い
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
今
ま
で
は
意

見
を
集
約
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
漸
く
あ
る
程

度
の
案
が
固
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
老

朽
化
し
た
市
役
所
機
能
と
市
民
会
館
の
合
築
で
す
。
そ
の
用

地
と
し
て
は
利
便
性
か
ら
考
え
て
駅
前
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
我
孫
子
駅
だ
け
で
な
く
天
王
台
駅
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
民
会
館
の
建
設
だ
け
で
は
国
か
ら
の
補
助
が
得
ら
れ
な
い
の

で
市
役
所
機
能
を
添
え
な
け
れ
ば
ど
考
え
て
い
ま
す
。
」 

 

従
来
に
比
べ
か
な
り
具
体
的
な
話
に
進
ん
で
い
る
と
の
感
触

を
得
た
。 

（当
日
の
五
団
体
の
出
席
者
）・・・市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
岡
本
和

男
会
長
、
荒
井
茂
男
事
務
局
長
、
東
日
出
夫
副
会
長
、
あ
び
こ

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
新
井
利
雄
会
長
、
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る

会
中
塚
和
枝
会
長
、
ふ
る
さ
と
我
孫
子
ガ
イ
ド
の
会
中
込
力

三
代
表
、
我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
美
崎
大
洋
会
長 

 

 

超
有
名
山
岳
ガ
イ
ド
が
講
演 

我
孫
子
市
在
住
の
倉
岡
裕
之
氏
が
放
談
く
ら
ぶ
で 

 

８
月
２１
日
、
倉
岡
氏
を
招
き
講
演
会
を
実
施
し
た
。
当
会

の
放
談
く
ら
ぶ
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
が
、
大
き
な
会
場
の

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
を
用
意
し
、
開
催
し
た
。 

倉
岡
氏
は
エ
ベ
レ
ス
ト
を
筆
頭
に
、
世
界
７
大
陸
の
最
高
峰

を
山
岳
ガ
イ
ド
と
し
て
登
頂
し
、
山
岳
業
界
で
は「
世
界
の
ク

ラ
オ
カ
」と
し
て
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。
極
寒
、
強
風
、
吹

雪
な
ど
、
常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
極
限
の
世
界
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー
を
い
か
に
安
全
に
登
頂
さ
せ
る
か
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
仕
事
。
冷
静
か
つ
的
確
な
判
断
で
数
多

の
登
頂
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。 

こ
の
有
名
な
倉
岡
氏
が
我
孫
子
在
住
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
参
加
者
も
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

講
演
は
数
多
く
の
写
真
の
映
写
と
と
も
に
今
ま
で
の
輝
か

し
い
実
績
や
危
険
な
仕
事
の
内
容
を
淡
々
と
し
た
口
調
で
語

り
聴
衆
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
会
場
内
に
は
氏
が
開
発
し
た
登

山
用
品
や
登
山
ウ
エ
ア
な
ど
も
展
示
し
て
あ
り
、
展
示
品
の

前
で
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
も
自
ら
回
答
し
て
い
た
。 

 

 

放
談
く
ら
ぶ
講
演
会
報
告 

「
山
岳
ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
」
を
聴
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

牧
田 

宏ひ
ろ

恭ゆ
き(

会
員) 

 

 

８
月
２１
日
（日
）本
日
の「
放
談
く
ら
ぶ
」は
標
記
の
演
題
で
、

あ
び
こ
市
民
プ
ラ
ザ
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。 

講
演
者
は
、「
倉
岡 

裕
之
（く
ら
お
か
ひ
ろ
ゆ
き
）」氏
。
世
界

の
最
高
峰
ヒ
マ
ラ
ヤ
の「
エ
ベ
レ
ス
ト
：標
高
８
，
８
４
８
m
」に
９

回
登
頂
と
い
う
日
本
人
最
多
記
録
の
経
歴
を
お
持
ち
の
、
著

名
な「
山
岳
ガ
イ
ド
」で
あ
る
。
し
か
も「
倉
岡
さ
ん
」は
我
孫

子
市
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
と
い
う
か
ら
更
な
る
驚
き
だ
。
そ
の

倉
岡
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の「
放
談
く
ら
ぶ
」、
お
話
に
期
待

は
高
ま
っ
た
。
（写
真
１
） 

 

余
談
だ
が
、
最
近
の「
山
ブ
ー
ム
」は
、
テ
レ
ビ
番
組
の「
低
山

巡
り
」「
国
内
１
０
０
名
山
登
山
」「
田
中
陽
希
：日
本
３
０
０
名

山
ひ
と
ふ
で
書
き
登
山
」な
ど
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

れ
ら
が「
ヤ
マ
ガ
ー
ル
」な
ど
の
呼
称
の
誕
生
に
も
な
り
、
ひ
い

て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
国
内
高
山
か
ら
海
外
の
著
名
高
山

の「
ド
ロ
ー
ン
空
撮
」を
駆
使
し
た
素
晴
ら
し
い
映
像
紹
介
な
ど
、

手
軽
に「
山
登
り
？
」が
体
験
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
の
は
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
。
一
方
で
中
高
年
者
の
気
軽
な
登
山
ブ
ー
ム
に

よ
り
、
遭
難
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
の
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る

の
は
残
念
だ
。 

 

私
個
人
は
、
５０
年
も
前
に
八
ヶ
岳
連
峰
の「
蓼
科
山
（た
て
し

な
や
ま
）：２
，
５
３
１
m
」や「
富
士
山
：３
，
７
７
６
ｍ
」に
上
っ
た

記
憶
は
あ
る
が
、
あ
と
は
各
地
の
山
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
を
併
用
し
た
観
光
登
山
ば
か
り
で
、「
山
登
り
」で
は

な
い
。 

 

本
日
の
講
演
は
、「
登
山
の
プ
ロ
中
の
プ
ロ
」を
迎
え
て
の
講
演
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
人
数
制
限
を
し
て
の
開
催
で
あ
っ
た

が
、「
山
ブ
ー
ム
」の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
約
７０
名
の
聴
講
者
を

得
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
倉
岡
さ
ん
は
、
１
９
６
１

年
東
京
生
ま
れ
、
小
学
校
４
年

生
の
時
、
我
孫
子
市
内
の
小
学
校

に
転
入
、
市
内
中
学
校
を
卒
業
、

高
校
時
代
は
毎
日
手
賀
沼
で
１０

km
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
っ
て

体
を
鍛
え
ら
れ
た
よ
う
だ
。
現

在
６１
歳
。 

 

そ
も
そ
も
山
と
の
お
付
き
合
い

の
き
っ
か
け
は
、
小
学
校
５
年
生

の
時
に
、
書
店
で
偶
然
に
、
あ
る

本
の
表
紙
を
飾
る「
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
写
真
（剣
岳
）」に
出
会
い
、

子
供
心
に「
山
で
生
き
て
い
き
た
い
」と
心
を
動
か
さ
れ
た
こ
と
。

そ
の
出
会
い
が
今
の
原
点
だ
と
は
、「
男
の
ひ
ら
め
き
」だ
ろ
う

か
。「
中
学
時
代
も
心
は
常
に
山
に
向
か
っ
て
い
た
気
が
す
る
」

と
、
ご
自
身
は
当
会
会
誌
７
月
発
行
１
８
８
号「
あ
び
こ
の
文

化
」の「
あ
び
こ
だ
よ
り
１
０
１
号
」に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

大
学
在
学
中
に
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
、
社
会
人
の
山
岳

１ 令和４年９月１日             我孫子の文化を守る会                   第１８９号 

あ
び
こ
の
文
化

化 
 

 
発行人 
美崎 大洋 
我孫子市 
高野山 
２５０－２３ 
０４（７１８２） 
   ０８６１ 
 

 



ク
ラ
ブ
で
活
動
。
土
、
日
に
限
ら
れ
た
短
時
日
で
一
週
間
の
登

山
コ
ー
ス
を
踏
破
す
る
な
ど
の
過
酷
と
も
い
え
る
活
動
を
行
っ

た
。
こ
の
こ
ろ
、
自
己
流
で
行
っ
て
い
た
自
分
の
山
登
り
に
つ
い

て
、
先
輩
か
ら「
安
全
」の
重
要
性
を
説
か
れ「
安
全
管
理
」に
、

よ
り
留
意
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

講
演
は
、「
登
山
家
」と「
山
岳
ガ
イ
ド
」の
相
違
点
や
、
ご
自

身
の
想
い
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
主
な
活
動
内
容
の
紹
介
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。 

1 

主
な
経
歴
・実
績
な
ど 

 

２１
歳
の
時
に
、
初
め
て「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」に
行
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
い

う
山
を
知
る
。 

１
９
８
４
年
（
２３
歳
）テ
レ
ビ
局
企
画
で
落
差
１
，
０
０
０
m
近

い「
エ
ン
ジ
ェ
ル
・フ
ォ
ー
ル
（南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）」に
挑
戦
。
世
界
で

初
め
て
巨
大
な
落
差
を
誇
る
滝
の
登
攀
に
成
功
。
東
京
１２

ＣＨ
で
放
映
さ
れ
た
。 

翌
年
１
９
８
５
年
に
は
、
登
山
家
・冒
険
家
と
し
て
著
名
で
、

前
年
に
冬
季
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
単
独
登
頂
後
、
下
山
中
に
遭
難

し
亡
く
な
ら
れ
た「
植
村
直
己
さ
ん
」の
追
悼
映
画「
植
村
直

己
物
語
」の
制
作
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
参
加
、
半

年
に
も
及
ぶ

映
画
製
作
に

携
わ
っ
た
。
倉

岡
さ
ん
は
、
こ

れ
ら
の
活
動
で

多
く
の
人
脈

が
得
ら
れ
、
今

の
仕
事
に
繋
が

っ
た
と
言
う
。

そ
れ
は
植
村 

直
己
さ
ん
の

「
５
大
陸
最
高

峰
登
頂
」「
ア
コ

ン
カ
グ
ア
登

頂
」
や
、「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

で「
ミ
ヤ
ン
マ
ー

最
高
峰
登
頂
」、

そ
し
て
先
の「
エ
ン
ジ

ェ
ル
・
フ
ォ
ー
ル
登

攀
」「
な
ど
で
活
躍

さ
れ
た「
登
山
家
・

カ
メ
ラ
マ
ン
」な
ど
の

人
脈
と
の
こ
と
。
こ

の
方
達
は
カ
メ
ラ
マ

ン
ば
か
り
か
登
山
家

と
し
て
も
超
一
流
の

技
術
、
体
力
を
備

え
て
お
り
、
自
分
よ

り
３
倍
は
強
い
と
倉

岡
さ
ん
は
言
う
。

（写
真
２
）(

写
真
３
） 

そ
の
後
、
倉
岡
さ

ん
は
、「
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
懸
垂
下

降
」中
に
事
故
に
よ

る
骨
盤
骨
折
の
大
き
な
負
傷
の
た
め「
登
山
家
」を
諦
め
、
１２

年
間
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
は
遠
ざ
か
る
。
そ
の
間
、
知
り
合
い

の
山
岳
雑
誌
編
集
長
の
方
が
設
立
し
た「
山
の
旅
行
会
社:

社

名
不
詳
」に
就
職
。
約
２０
年
間
の
仕
事
か
ら
世
界
中
を
周
り
、

身
に
付
け
た
旅
行
の「
ノ
ウ
・ハ
ウ
」も
活
か
し「
山
岳
ガ
イ
ド
」

と
な
る
。 

２
０
０
３
年
登
山
家
：ラ
ッ
セ
ル
・ブ
ラ
イ
ス
が
率
い
る「
ヒ
マ
ラ

ヤ
ン
・エ
ク
ス
・ペ
リ
エ
ン
ス
隊
」に
ガ
イ
ド
と
し
て
参
加
。
８
，
１
８

８
ｍ
（チ
ョ
・オ
ユ
ー:

チ
ベ
ッ
ト
）に
登
頂(

通
算
３
回)

。 

２
０
０
４
年「
エ
ベ
レ
ス
ト
（北
稜
）:

８
，
８
４
８
ｍ
」に
初
登
頂
。

以
来
今
ま
で
９
回
登
頂
（日
本
人
最
多
）。 

２
０
０
６
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
の「
カ
ル
ス
テ
ン

ツ
・ピ
ラ
ミ
ッ
ド
：５
，
０
３
０
ｍ
」に
登
頂(
通
算
７
回)

。
こ
れ
に
よ

っ
て
ガ
イ
ド
と
し
て
７
大
陸
最
高
峰
（※
）登
頂
を
達
成
（日
本

人
１１
人
目
）。
（※
）：セ
ブ
ン
サ
ミ
ッ
ツ
と
呼
ば
れ
る
。
現
在
、

こ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
両
地
域
を
合
わ
せ

「
オ
ー
ス
ト
ラ
レ
ー
シ
ア
」と
呼
び
、
大
陸
の
一
つ
に
認
識
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。 

続
い
て
２
０
０
７
年
に
も
ガ
イ
ド
と
し
て

「
エ
ベ
レ
ス
ト
（北
稜
）」登
頂
し
、
以
降
２
０
０
９
，
２
０
１
０
、
２
０

１
１
、
２
０
１
３
の
各

年
（南
東
稜
）、
２
０

１
６
，
２
０
１
７
，
２
０

１
８
年
（北
稜
）と
ガ

イ
ド
と
し
て「
エ
ベ
レ

ス
ト
」登
頂
（通
算
９

回
）
に
成
功
す
る
。

こ
の
う
ち
２
０
１
０

年
は
、
我
孫
子
市
市

制
40
周
年
の
記
念

フ
ラ
ッ
グ
（
倉
岡
さ

ん
自
作
）を
掲
げ
て

登
頂
。(

写
真
４) 

２
０
１
３
年
は
三

浦
雄
一
郎
さ
ん
の

「
エ
ベ
レ
ス
ト
挑
戦
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
、

三
浦
さ
ん
は
８０
歳

（最
高
齢
記
録
を
更
新
）で
あ
っ
た
。
（写
真
５
） エ

ベ
レ
ス
ト
は
、

中
国
側
か
ら
と

ネ
パ
ー
ル
側
の
登

山
ル
ー
ト
が
あ

り
、
そ
の
様
相
は

異
な
る
と
の
こ

と
。 

こ
の
他
、
登
山
歴

は「
マ
ナ
ス
ル
：８
、

１
６
３
ｍ
（
チ
ベ
ッ

ト)

」登
頂
４
回
、

「
カ
メ
ッ
ト
：７
，
７

６
０
ｍ(

イ
ン
ド)

」、

「
エ
ル
ブ
ル
ー
ス
：５
，

６
４
２
ｍ(

ロ
シ
ア)

」

１０
回
、「
マ
ッ
キ
ン

リ
ー
：６
，
１
９
０

ｍ(

ア
メ
リ
カ)

」
５
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回
、「
ア
コ
ン
カ

グ
ア
：６
，
９
６

１
ｍ
（
チ
リ
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
）
」

１５
回
、「
キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ
：５
，

８
９
５
ｍ (

タ
ン

ザ
ニ
ア)

」
３
回

な
ど
ガ
イ
ド

と
し
て
登
頂

な
ど
が
あ
る
。

（写
真
６
）  

TV

出
演
に
は

２
０
１
３
年「
Ｔ

Ｂ
Ｓ
・
８０
歳
の

三
浦
雄
一
郎
エ

ベ
レ
ス
ト
に
登

頂
で
き
た
秘

密
」や
２
０
１
４
年
な
ど
の
日
本
テ
レ
ビ「
世
界
の
果
て
ま
で
イ
ッ

テ
Q

!
」で「
エ
ベ
レ
ス
ト
」、「
南
極
」「
ギ
ア
ナ
高
地
」「
黒
部
」

「
立
山
」「
宝
剣
岳
」、
２
０
１
５
年「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
：幻
の
山
カ

カ
ボ
ラ
ジ
」
な

ど
。
（写
真
７) 

2

  

体
験
・

苦
労
話
・発
見

な
ど
い
ろ
い
ろ 

こ
の
、
超
人
的

な
仕
事
の
裏

に
は
、
緊
張
感

と

と

も

に

様
々
な
苦
労

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

教
訓
も
存
在

す
る
。
ス
ク
リ

ー
ン
映
像
を

用
い
て
の
倉
岡

さ
ん
の
講
演

が
続
く
。 

① 

「
安
全
第
一
」 

 
 

自
己
流
で
始
め
た「
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」で
先
輩
か
ら
厳

し
く
、
先
ず
は「
安
全
第
一
」を
叩
き
込
ま
れ
た
こ
と
に
始
ま

り
、
そ
の
後
の「
山
岳
ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
」に
一
貫
し
て
生
か

さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
み
な
ら
ず
、
チ
ー
ム
、
お
客
の
メ
ン
バ
ー

全
員
を
守
る
。 

② 

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」 

自
分
自
身
の
日
常
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

ガ
イ
ド
で
案
内
す
る
場
合
の
高
山
登
山
に
は「
低
い
山
」か
ら

徐
々
に「
よ
り
高
い
山
」昇
り
を
経
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

徐
々
に
環
境
に
馴
ら
す
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
欠
か
せ
な
い
。 

③ 

「
判
断
力
」「
食
欲
」の
低
下
と
装
備
対
策
な
ど 

８
，
０
０
０
ｍ
級
の
山
で
は
、
気
圧
は
グ
ン
グ
ン
下
が
り
、
酸
素

量
は
地
上
の
三
分
の
一
に
も
低
下
し
、
気
温
も
マ
イ
ナ
ス
３０
℃

以
下
に
も
な
る
。「
脳
」の
機
能
は
、
思
考
力
が
ど
ん
ど
ん
失
わ

れ
、
一
つ
の
こ
と
を
こ
な
す
に
大
変
に
な
る
そ
う
だ
。 

衣
類
も
ツ
ー
ピ
ー
ス
か
ら
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
し
、
軽
量
で
着
や
す

い
も
の
に
す
る
。「
食
欲
」も
全
く
な
く
な
る
の
で
、
持
参
内
容

の
選
択
が
大
変
だ
が
、
体
力
維
持
の
た
め
に
は
極
力
美
味
し
い

も
の
を
補
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
。 

沸
点
も
下
が
り
（プ
ラ
ス
６０
℃

ぐ
ら
い
ま
で)

調
理
が
大
変
だ
。

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
は
す
ぐ
に
酔
っ
て
し
ま
う
。
（写
真
８
）(

写

真
９) 

④ 

「
環
境
への
配
慮
」 

人
間
の
生
理
現
象

で
あ
る
下し

も

の
始
末
は
、

「
高
山
」「
極
寒
の
地
」の 

キ
ャ
ン
プ
や
移
動
に
お

い
て
、
環
境
への
配
慮
が

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
方

法
な
ど
苦
労
話
も
紹

介
さ
れ
た
。 

⑤ 

「
地
球
温
暖
化
」 

 
 

高
山
の「
氷
河･

雪

渓
」は
、
か
な
り
の
ス
ピ

ー
ド
を
も
っ
て
縮
小
。

「
氷
河
」が
ズ
タ
ズ
タ
。

自
然
環
境
の
変
化
が
、

登
山
の
危
険
性
を
大

き
く
し
て
い
る
と
の
こ

と
。「
ク
レ
バ
ス
」に
は
か
な

り
注
意
を
払
っ
た
。
温
暖

化
を
痛
感
す
る
と
の
こ

と
。
（写
真
１０
） 

 

以
上
い
ろ
い
ろ
お
話
さ

れ
た
が
、
実
体
験
を
踏
ま

な
い
と
、「
危
険
と
の
闘

い
」な
ど
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
神
経
を
持
ち
合
わ
せ

な
が
ら
の「
山
岳
ガ
イ
ド
」

な
の
で
、
登
山
同
行
者

（
お
客
様
）
へ
の
い
ろ
い
ろ

な
配
慮
、
同
行
者
の
満
足

体
感
が
得
ら
れ
る
設
定

な
ど
、
大
変
な
仕
事
な
こ

と
。
こ
の
真
の
理
解
は
、

我
々
に
は
難
し
い
と
思

う
。
し
か
し
、
壮
大
な
自
然
の
移
ろ
い
と
絶
景
の
体
験
の
楽
し
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み
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
満
喫
な
ど
、「
山
岳
ガ
イ
ド
」と
い
う
仕

事
は
、
ご
自
身
も
常
に
新
し
い
喜
び
と
感
激
を
体
感
す
る
素

晴
ら
し
い
仕
事
」だ
と
思
う
。
倉
岡
さ
ん
は
、
今
、「
コ
ロ
ナ
禍
」

で
ス
ト
ッ
プ
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る「
仕
事
再
開
の
タ
イ
ミ
ン

グ
」を
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら
探
る
毎
日
と
の
こ
と
だ
が
、

「
最
近
の
世
界
を
取
り
巻
く
政
情
不
安
が「
ヒ
マ
ラ
ヤ
」な
ど
への

登
山
事
情
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
だ
と
心
配
が
隠
せ
な
い

姿
は
、
日
焼
け
し
、
引
き
締
ま
っ
た
ス
リ
ム
な
ボ
デ
ィ
の「
山
男
」

を
強
く
印
象
づ
け
る
。
（写
真
１１
講
演
会
記
念
写
真
） 

  
 

 
 

                  

 
 

  

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

（寄
稿
） 

大
正
６
年
（西
暦
１
９
１
７
年
）に
注
目 

志
賀
・武
者
小
路
・柳
・リ
ー
チ
４
人
の
「人
生
の
思
索
」と 

「後
世
へ
の
最
大
遺
物 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
る
さ
と
我
孫
子
ガ
イ
ド
の
会 

中
込 

力
三 

ふ
れ
あ
い
塾
セ
ミ
ナ
ー
で
志
賀
直
哉
研
究
を
行
っ
て
い
た
時
、

大
正
６
年
が
と
て
も
気
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
彼
等
が
こ
の

年
、
毎
日
の
様
に
会
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
、
志
賀
直

哉
は
満
３４
歳
、
武
者
小
路
実
篤
は
満
３２
歳
、
柳
は
満
２８
歳

そ
し
て
、
リ
ー
チ
は
満
３０
歳
で
あ
る
。 

 
 

彼
等
は
未
だ
若
く
、
未
だ
青
春
を
満
喫
し
て
い
る
年
代
で
あ

る
。
そ
ん
な
彼
等
が
毎
日
、
顔
を
合
わ
し
て
い
た
。 

 
 

志
賀
は
大
正
４
年
９
月
か
ら
、
武
者
小
路
は
大
正
５
年
１２

月
か
ら
、
柳
は
大
正
３
年
９
月
か
ら
、
リ
ー
チ
は
大
正
６
年
３

月
か
ら
窯
を
開
い
て
柳
家
に
週
４
日
住
ん
で
い
る
。
大
正
６
年
、

４
人
が
我
孫
子
在
住
で
重
な
っ
て
い
る
。
血
気
盛
ん
な
彼
等
は
、

毎
日
何
を
語
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
心
の
話
題
は
、「
白
樺
」

で
あ
ろ
う
事
は
推
測
出
来
る
。
お
互
い
が
描
い
た
作
品
を
評
価

す
る
内
で
、
４
人
の
夫
々
の
自
己
の
人
生
を
思
索
し
た
の
で
は

な
い
か
。  

 
 

 
 

「
或
る
男
」（２
０
０
）に
武
者
小
路
は
、
次
の
様
に
描
い
て
い

る
。 【

我
孫
子
生
活
は
き
ま
っ
て
い
た
。
彼
は
朝
飯
前
に
彼
の
所

謂
朝
飯
前
の
仕
事
を
す
ま
せ
て
、
朝
飯
を
喰
う
と
、
来
る
人

が
な
い
と
柳
か
ら
志
賀
の
方
へ出
か
け
た
。
そ
し
て
夜
ま
で
志

賀
の
所
へ行
く
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
彼
は
出
か
け
る
こ
と
が
す

き
で
、
志
賀
は
と
め
る
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
、
志
賀
の
所
へゆ
く

と
お
ち
つ
い
た
。
昼
め
し
か
、
晩
飯
は
、
大
概
、
柳
か
志
賀
の
所

で
喰
っ
た
。
志
賀
や
柳
も
時
々
来
た
が
、
彼
が
２
度
ゆ
け
ば
１

度
来
る
位
の
交
わ
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
毎
日
逢
っ
て
い

た
。
】 

 
 

 
 

 

武
者
小
路
は
、
志
賀
の
妻
康
子
が
従
妹
関
係
で
も
あ
り
過

ご
し
易
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
描
い
て
い
る
の
で
、
頻

繁
に
会
っ
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。 

 

文
中
で「
毎
日
逢
っ
て
い
る
」と
描
い
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。

ふ
つ
う
は「
毎
日
会
っ
て
い
る
」で
は
な
い
か
。
逢
っ
て
い
る
と
い

う
表
現
は
、
友
情
を
超
え
た
信
頼
が
加
味
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。 

 
 

 

頻
繁
に
逢
っ
て
彼
等
は
何
を
話
題
に
し
て
い
た
の
か
。
世
間

話
も
有
ろ
う
が
、「
白
樺
」の
記
述
を
中
心
に
夫
々
が
描
い
た

作
品
の
批
評
、
他
者
の
論
評
等
を
行
い
、
従
来
よ
り
一
層
、
絆

を
深
め
た
に
違
い
な
い
。 

こ
う
し
た
絆
を
深
め
る
中
で
、
大
事
な
の
は
、
彼
等
は
、
之

か
ら
の
人
生
を
如
何
に
し
て
生
き
て
い
く
の
か
の
柱
を
確
立
し

た
の
で
は
な
い
か
。
又
、
そ
の
考
え
方
を
夫
々
が
尊
重
し
、
励

ま
し
あ
っ
た
と
私
は
、
推
察
す
る
。 

 
 

我
孫
子
は
、
彼
等
の
自
立
心
を
育
ん
だ
地
で
は
な
い
か
と
捉

え
て
い
る
。 

 
 

志
賀
直
哉 

４
人
に
つ
い
て
、
一
人
ず
つ
探
求
す
る
。
先
ず
、
志
賀
直
哉
で

あ
る
。
志
賀
は
、
我
孫
子
に
移
り
住
む
前
は
、
父
と
の
不
仲
、

妻
の
体
調
不
良
も
あ
り
、
大
正
３
年
９
月
か
ら
文
筆
活
動
は

我
孫
子
に
来
る
ま
で
、
中
断
状
態
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大

正
６
年
４
月
に
な
る
と
、「
佐
々
木
の
場
合
」、「
城
の
崎
に
て
」

を
書
き
、
７
月
に「
好
人
物
の
夫
婦
」８
月「
赤
西
蠣
太
」、
そ
し

て
９
月
に
は「
和
解
」を
書
き
上
げ
て
い
る
。
沈
黙
か
ら
復
活
へ

の
原
動
力
は
、
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
容
易
に
推
察
で
き
る
。

我
孫
子
に
来
た
こ
と
に
よ
り
、
武
者
小
路
や
柳
を
含
め
た「
白

樺
」同
人
の
往
来
が
活
発
に
な
っ
た
事
で
あ
る
。
（康
子
の
体
調

安
定
と
子
供
の
誕
生
も
大
き
い
が
）特
に
、
武
者
小
路
と
は
、

二
人
だ
け
の
回
覧
雑
誌
を
作
っ
て
、
そ
れ
に「
佐
々
木
の
場
合
」、

「
城
の
崎
に
て
」を
書
い
た
こ
と
が
活
動
の
契
機
に
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
志
賀
直
哉
は
、「
和
解
」で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。 

【
Ｍ
が
暮
れ
近
く
か
ら
隣
村
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
我
孫

子
も
賑
や
か
に
な
っ
た
。 

５
，
６
年
前
か
ら
多
く
他
の
地
方
で
住
ん
で
い
た
自
分
は
久
し

振
り
で
Ｍ
と
繁
々
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
日
が
過

ぎ
る
に
従
っ
て
自
分
の
中
に
あ
っ
た
Ｍ
に
対
す
る
旧
い
愛
が
又
、

何
か
新
し
い
も
の
を
附
加
し
な
が
ら
目
覚
め
て
い
く
の
を
感
じ

た
。
此
事
は
、
愉
快
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
自
分
の
心
に
い
い
影
響

を
与
え
た
。
彼
は
実
際
相
手
の
内
に
あ
る
良
き
も
の
を
抽
き

だ
す
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
又
、
彼
は
、
心
と
心
の
直

接
に
触
れ
合
う
妙
味
を
良
く
理
解
し
て
い
た
。
】 

 

志
賀
は
、
こ
れ
等
の
作
品
の
発
表
に
よ
り
短
編
作
家
と
し
て

第
一
流
に
な
り
、
小
説
家
と
し
て
自
信
を
深
め
て
歩
む
こ
と
に

な
る
。
志
賀
の
こ
の
一
歩
先
ん
じ
て
、
世
間
に
評
価
さ
れ
た
こ

と
が
他
の
３
人
に
良
い
刺
激
を
与
え
た
と
考
え
る
。 
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武
者
小
路
実
篤 

で
は
、
武
者
小
路
の
大
正
６
年
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の

前
に
、
武
者
小
路
は
志
賀
を
ど
の
様
に
み
て
い
る
の
か
。 

【
彼
は
他
人
の
目
で
も
の
は
見
な
い
。
他
人
の
頭
で
考
え
な
い
。

他
人
の
心
臓
に
あ
わ
し
て
自
分
の
心
臓
を
動
か
さ
な
い
。
頑
固

だ
が
、
又
す
な
ほ
で
は
あ
る
。
い
つ
も
本
当
を
見
よ
う
と
し
て
い

る
。
だ
か
ら
信
用
が
お
け
、
他
の
人
が
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
を

感
じ
る
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
を
彼
ら
し
く
表
現
す
る
。
ぴ
た
り

と
感
じ
た
も
の
ぴ
た
り
と
表
現
す
る
の
で
あ
る
か
ら
読
む
も
の

は
気
持
ち
が
い
い
し
新
鮮
な
気
持
ち
が
す
る
。
】 

「
牟
礼
随

筆
」よ
り
（武
者
小
路
実
篤
全
集
１５
巻
） 

「
白
樺
」の
消
長
を
文
学
史
家
は
、
三
つ
に
分
け
て
、
明
治

４３
年
か
ら
大
正
２
年
ま
で
を
一
期
・興
隆
期
、
大
正
３
年
か
ら

６
年
ま
で
を
二
期
・最
盛
期
、
そ
し
て
三
期
の
衰
退
期
が
大
正

７
年
か
ら
同
１２
年
ま
で
と
考
え
て
い
る
。
最
盛
期
は
、
大
正
３

年
～
６
年
と
し
て
い
る
が
、
大
正
６
年
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

彼
等
が
毎
日
、
顔
を
併
せ
て
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
頷
け

る
。
こ
の「
白
樺
」の
成
長
と
実
篤
文
学
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
て

る
人
（※
１
）が
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
。 

 
 

一
期
が
ト
ル
ス
ト
イ
離
れ
で
、
自
我
を
確
立
し
た
時
代
。
二
期

が
造
物
主
の
意
思
を
信
じ
自
分
の
本
能
を
是
認
し
た
時
代
で

あ
る
。
次
の
三
期
は
、
隣
人
の
自
我
を
も
認
め
て
、「
さ
れ
ど
仲

よ
き
」時
代
に
向
か
っ
て
発
進
す
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
が
、

隣
人
圏
の
規
模
は
拡
大
さ
れ
て「
人
類
」を
意
味
し
て
い
た
、
と

分
析
し
て
い
る
。 

 

武
者
小
路
に
と
っ
て
、
大
正
６
年
は「
新
し
き
村
」に
出
立
す

る
前
年
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
自
己
を
信
じ
る
こ
と
が
出
来

な
く
、
人
生
迷
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
の
年
に
な
っ
て
や
っ
と
、

自
分
の
本
能
を
是
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
志
賀
と

柳
と
議
論
す
る
中
で
、
主
観
を
交
え
な
い
で
物
事
を
冷
静
に

観
察
し
て
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
考
え
が
確
立
し
た
の
で
は

な
い
か
。
更
に
、
白
樺
文
学
館
の
資
料
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
我
孫
子
は「
人
間
ら
し
く
生
き
る
」「
自
己
を
生
か
す
」を

い
う
社
会
の
実
現
を
目
指
す「
新
し
き
村
」への
思
い
を
熟
成
さ

せ
た「
思
索
」の
地
と
な
っ
た
。 

 
 

只
、
こ
こ
で
私
は
疑
問
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
武
者
小
路
に
と
っ

て
我
孫
子
は
、
居
心
地
が
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
居

心
地
が
良
い
の
で
あ
れ
ば
我
孫
子
に
移
住
し
て
２
年
足
ら
ず
で

宮
崎
に
行
く
こ
と
は
な
い
と
。
そ
こ
で
、
当
時
の
武
者
小
路
の

心
の
内
を
覗
く
情
報
は
無
い
か
と
探
る
と「
自
分
の
歩
い
た
道
」

（読
売
新
聞
に
連
載
）（※
２
）に
辿
り
つ
い
た
。
こ
れ
は
、
武
者

小
路
が
自
ら
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
我
孫
子
生
活
を
次
の
よ
う

に
振
り
返
っ
て
い
る
。  

 
 

 
 

【
そ
れ
か
ら
我
孫
子
の
生
活
に
な
る
わ
け
だ
が
、
僕
も
や
っ

と
文
筆
で
生
活
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
し
て
毎
日
志
賀

や
柳
と
手
賀
沼
を
舟
で
往
来
し
た
楽
し
い
生
活
が
は
じ
ま
っ
た

わ
け
だ
が
、
自
分
が
の
ん
気
に
生
活
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
ど

う
も
僕
は
な
に
か
お
ち
つ
か
な
い
も
の
を
感
じ
た
。
僕
の
文
学

の
仕
事
は
一
日
二
、
三
時
間
で
す
む
。
後
の
時
間
が
ど
う
も
自

分
に
は
空
虚
な
感
じ
が
し
た
。
こ
れ
は
ト
ル
ス
ト
イ
に
よ
っ
て
ま

か
れ
た
種
が
い
つ
の
間
に
か
成
長
し
た
の
か
、
僕
元
来
の
性
質

に
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
る
の
か
し
ら
な
い
が
自
分
の
生
活
が
、

ど
う
も
本
当
に
思
え
な
く
な
っ
た
の
だ
。
】と
書
き
、
そ
し
て
、

【
そ
の
結
果
、
３３
の
と
き
、
新
し
き
村
の
生
活
を
同
志
と
は
じ

め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
】と
あ
る
。 

 
 

武
者
小
路
は
、
志
賀
や
柳
と
逢
う
中
で
葛
藤
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
宮
崎
入
り
を
決
断
し
た
。 

 
武
者
小
路
の
代
表
作
の
多
く
は
宮
崎
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
人
生
の
思
索
を
我
孫
子
で
し
、
自
分
の
空
想

し
て
い
る
社
会
の
実
現
は
、
だ
れ
で
も
や
ろ
う
と
お
も
え
ば
で

き
る
は
ず
だ
と
の
結
論
に
達
し
宮
崎
に
飛
び
立
ち
、
村
創
り
の

実
践
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
武
者
小
路
を
開
花
さ
せ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
武
者
小
路
に
と
っ
て
我
孫
子
は
、
正
に
、

「
人
間
ら
し
く
生
き
る
」「
自
己
を
生
か
す
」と
い
う
社
会
の
実

現
を
目
指
す
、「
新
し
き
村
」への
想
い
を
熟
成
さ
せ
た「
思
索
」

の
地
で
あ
っ
た
。 

 

柳
宗
悦 

柳
が
中
等
科
２
，
３
年
頃
、
志
賀
が
集
め
て
い
た
浮
世
絵
を

見
に
訪
ね
た
の
が
最
初
で
以
来
５５
、
５６
年
来
の
交
わ
り
。
２

人
は
喧
嘩
を
し
た
こ
と
が
無
い
。
我
孫
子
で
は
、
５
，
６
年
ほ
と

ん
ど
毎
日
逢
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
親
戚
と
な
り
、
共
通
の
孫
が

３
人
い
る
。
柳
の
次
男
（宗
玄
）と
志
賀
の
四
女
万
亀
子
が
結
婚
。

（昭
和
２０
年
４
月
） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
人
目
は
柳
宗
悦
で
あ
る
。
柳
に
と
っ
て
大
正
６
年
は
ど
ん

な
年
で
あ
っ
た
の
か
。  

 
 

実
は
、
こ
の
年
２
月
１８
日
に
次
男
の
宗
玄
が
誕
生
し
て
い
る
。

宗
玄
は
、「
解
説 

手
賀
沼
の
畔
の
思
索
者
」（※
３
）で
自
分
の

名
前
の「
玄
」は
、【「
宗
教
的『
無
』」の
一
文
を
草
し
終
わ
っ
た

と
き
に
選
ば
れ
た
。「
玄
」は
老
子
の「
玄
之
又
玄
」の「
玄
」で
あ

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
一
文
の
中
に
老
子
の
思
想
が
強
く
投
影
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 
 

玄
と
は
周
知
の
よ
う
に
老
子
冒
頭
の
体
動
第
一
に
出
て
く

る
重
要
な
概
念
で
、
も
と
も
と
幽
に
通
じ
、
暗
な
い
し
黒
色
を

意
味
す
る
文
字
だ
が
、
老
子
の
場
合
、
天
地
万
物
の
根
元
で
あ

り
、
道
で
あ
り
無
で
あ
り
、
容
易
に
見
定
め
え
ぬ
幽
遠
な
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は「
宗
教
的『
無
』」を
執
筆
し
た
と
き
の
宗
悦

の
頭
に
去
来
し
た
基
本
的
概
念
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
子
供
の
命

名
は
、
宗
無
で
も
宗
空
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
玄
の
字

を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
】と
書
い
て
い
る
。
柳
宗
悦
と
も
な
る
と

子
供
の
名
前
を
付
け
る
に
哲
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
に
考
え

て
い
る
。 

 
 

 
 

「
宗
教
的『
無
』は
、
大
正
６
年
２
月
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

以
降
、
翌
年
の
３
月
ま
で
の
約
１
年
の
間
、
お
お
む
ね
二
カ
月

に
一
篇
ず
つ
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
年
、
宗
教
哲
学
論
の
発
表
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
事
を

知
る
。
こ
の「
宗
教
的『
無
』」か
ら
民
藝
理
論
に
ど
の
よ
う
な
ス

テ
ッ
プ
で
結
び
つ
い
て
い
く
の
か
は
、
私
に
は
難
解
で
理
解
出
来

な
い
面
が
あ
る
が
、
宗
悦
は
、
後
年「
わ
た
し
の
念
願
」（※
４
）

で【
我
孫
子
時
代
の
宗
教
哲
学
論
に
は
、
ま
だ
美
の
問
題
は
ほ

と
ん
ど
登
場
せ
ず
、
白
樺
時
代
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
美
術

に
対
す
る
知
見
が
僅
か
に
顔
を
出
す
程
度
で
あ
る
。
】と
書
い

て
い
る
。
宗
悦
は
、
こ
の
よ
う
に
我
孫
子
時
代
を
振
り
返
っ
て
い

る
。
宗
玄
も
、「
手
賀
沼
の
畔
の
思
索
者
」で
次
の
よ
う
に
結
ん

で
い
る
。 

 
 

 
 

 

【
と
も
か
く
あ
の「
無
」の
理
論
、「
無
為
」、「
空
」、「
否
」、

「
聖
貧
」の
思
索
が
や
が
て「
民
」の
心
に
澄
む
美
の
感
覚
を
探

り
出
し
、
そ
の
強
靭
な
理
論
構
成
に
結
実
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が

再
び
宗
教
的
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
手
賀
沼

の
畔
で
の
思
索
は
、
枝
を
伸
ば
し
拡
げ
た
大
木
の
幹
に
相
当
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
】  

 

                                                             

５                                  我孫子の文化を守る会 



 
 

 
 

 
 

柳
は
、「
柳
宗
悦
全
集
第
一
巻
・我
孫
子
よ
り
」で
つ
ぎ
の
様

に
書
い
て
い
る
。 

 
 

【
然
し
我
孫
子
で
の
生
活
は
是
等
の
事
の
み
で
な
い
。
こ
こ
が

長
い
間
の
仕
事
場
と
し
て
忘
れ
難
い
記
憶
を
吾
々
に
与
え
る
。

武
者
は
我
孫
子
で
短
い
間
に
四
五
冊
の
本
を
だ
し
た
ろ
う
。
リ

ー
チ
も
恐
ら
く
七
度
程
本
窯
を
焼
い
た
。
志
賀
は
今
度
の「
荒

絹
」が
多
分
三
冊
目
だ
ろ
う
。
自
分
も
三
冊
の
本
を
出
し
た
。

思
想
の
暗
示
や
そ
の
発
展
に
、
自
分
は
、
ど
れ
だ
け
此
我
孫
子

の
自
然
や
生
活
に
負
う
た
事
で
あ
ろ
う
。
し
ず
か
な
も
の
寂

し
い
沼
の
景
色
は
、
自
分
の
東
洋
の
血
に
適
ひ
、
東
洋
の
思
想

を
育
て
る
に
應
は
し
か
っ
た
と
自
分
は
思
ふ
。
余
の
思
索
に
何

か
静
か
な
一
面
が
あ
る
な
ら
、
余
は
そ
れ
を
主
と
し
て
我
孫

子
の
７
年
間
に
負
う
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
】  

宗
悦
は
、
我
孫
子
を
移
転
し
て
新
し
い
生
活
に
入
り
、
民
藝

運
動
を
展
開
し
て
開
花
さ
せ
た
。
大
正
６
年
の
宗
教
哲
学
論
の

盛
ん
な
発
表
か
ら
始
ま
り
、
大
木
の
幹
に
ま
で
育
て
た
地
が
我

孫
子
で
あ
っ
た
。 

バ
ー
ナ
ー
ド
・リ
ー
チ 

柳
と
バ
ー
ナ
ー
ド
リ
ー
チ
の
関
係
は「
私
の
知
れ
る
リ
ー

チ
」（※
５
）で
次
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

【
彼
は
外
國
人
で
あ
る
が
、
私
の
生
涯
で
最
も
親
し
い
友
と
な
っ

た
。
彼
も
私
を
想
ひ
、
私
も
い
つ
も
彼
の
こ
と
を
想
ふ
。
彼
が

帰
る
こ
と
は
わ
け
て
も
私
に
は
淋
し
い
感
じ
が
あ
る
。
彼
と
は

長
い
間
の
交
友
で
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
２
年
の
間
は
毎
週
４
日
の

間
、
起
居
を
共
に
、
食
事
を
共
に
し
、
互
い
に
心
を
語
り
、
互

い
に
仕
事
を
助
け
、
彼
に
就
い
て
の
深
い
記
憶
の
時
を
過
ご
し

た
。
私
は
彼
に
負
う
處
が
甚
だ
多
い
。
特
に
彼
の
敏
鋭
な
芸
術

的
洞
察
は
私
の
思
想
に
様
々
な
暗
示
を
与
え
た
。
】 

 

リ
ー
チ
は
、
１
９
１
７
年
の
春
、
最
初
の
本
窯
を
我
孫
子
の
宗

悦
の
家
の
傍
ら
に
築
い
て
い
る
。
リ
ー
チ
は
、
自
身
の
考
案
か

ら
な
る
和
漢
洋
を
交
え
た
美
し
く
小
さ
な
仕
事
場
を
そ
の
傍

ら
に
建
て
た
。
再
び
、「
私
の
知
れ
る
り
ー
チ
」に
よ
る
と
。 

【
彼
は
如
何
に
幸
福
な
希
望
と
同
時
に
不
安
な
期
待
と
を

以
て
、
最
初
の
一
窯
吾
々
を
、
敢
え
て
自
ら
準
備
し
、
自
ら
焼

こ
う
と
企
て
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
幸
せ
な
冒
険
を
決
行
し

た
。
彼
が
陶
器
と
し
て
独
立
し
た
最
初
の
一
窯
、
吾
々
も
自
ら

の
仕
事
の
よ
う
に
こ
の
日
を
祝
っ
た
。
】と
あ
る
。 

 

最
初
の
窯
は
温
度
が
上
が
ら
ず
大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
あ

る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
リ
ー
チ
の
陶
工
生
活
は
我
孫
子
か
ら

出
発
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
１
９
年
５
月
２６
日
、
リ
ー
チ
１１
度

目
の
焼
き
終
わ
っ
た
翌
日
、
焼
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
又
、
エ
ッ

チ
ン
グ
で
描
い
た「
沼
」に
対
し
て
は
、
柳
は
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。
（※
５) 

【
私
は
我
孫
子
で
彼
が
描
い
た
１
９
１
８
年
の
作「
沼
」の
一
枚

を
、
分
け
て
も
彼
の
傑
作
と
思
う
。「
沼
」は
手
賀
沼
で
あ
っ
て

私
に
は
特
に
思
い
出
が
多
い
。
或
秋
の
夕
方
日
が
沈
む
頃
、
彼

が
沼
邉
で
こ
の
景
色
に
眺
め
入
っ
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て
ゐ
た
の
を
覚

え
て
い
る
。
そ
の
線
や
影
の
味
ひ
に
私
は
彼
の
心
を
ま
と
も
に

読
む
想
ひ
が
す
る
。
】  

 
 

 

こ
の
作
品
は
、
昭
和
５０
年
に
国
賓
と
し
て
来
日
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
が
昭
和
天
皇
皇
后
陛
下
に
会
見
し
た
時
に
女
王
か
ら

送
ら
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、「
天
目
釉
抜
絵
巡
礼
者
文
皿
」も
送

ら
れ
て
い
る
。 

 

リ
ー
チ
の
陶
工
の
ス
タ
ー
ト
は
我
孫
子
で
あ
る
。
此
処
を
機

に
陶
芸
に
励
み
、
日
本
を
去
っ
て
英
国
に
置
い
て
精
進
し
て
地

位
を
高
め
た
。
リ
ー
チ
は
我
孫
子
を
著
書「
東
と
西
を
越
え

て
」（※
６
）で
次
の
様
に
書
い
て
い
る
。 

 
 

【
こ
う
し
て
、
お
そ
ら
く
私
の
生
涯
で
最
も
幸
福
だ
っ
た
年
が

始
ま
っ
た
。
・・・・腕
の
立
つ
村
の
大
工
が
、
そ
の
窯
の
す
ぐ
横
に
、

窯
自
体
に
も
ト
タ
ン
屋
根
の
あ
る
立
派
な
工
房
を
建
て
た
。
小

さ
な
円
錐
形
の
丘
が
柳
の
家
と
土
台
柱
の
上
に
ア
ト
リ
エ
を
分

け
て
い
た
。
柳
の
妻
兼
子
の
歌
声
が
し
ば
し
ば
聞
こ
え

た
。
・・・・そ
れ
は
人
生
に
お
け
る
何
と
す
ば
ら
し
い
時
期
だ
っ

た
こ
と
か
！
こ
れ
は
準
備
の
整
っ
た
土
地
に
種
を
播
く
期
間
で

あ
っ
た
。
あ
の
東
に
何
マ
イ
ル
も
伸
び
た
夢
の
よ
う
な
細
長
い
沼

は
、
今
も 

私
の
瞼
の
裏
に
く
っ
き
り
と
思
い
お
こ
せ
る
。
】 

青
春
時
代
の
一
コ
マ
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
４
人
に
と
っ
て
我
孫

子
の
生
活
は
、
彼
等
の
そ
れ
か
ら
の
人
生
の
道
標
の
土
台
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
様
に
考
え
る
と
、
私
は
こ
の
地
が
我

孫
子
で
あ
っ
た
事
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
彼
等
は
、
地
元
の
住

民
と
は
親
し
く
は
交
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
我
孫
子
の
地
で
絆

を
深
め
、
人
生
を
思
索
し
土
台
を
創
り
も
の
の
見
事
に
夫
々

の
道
を
追
求
し
て
大
成
し
て
い
る
。
又
、
彼
等
が
共
通
し
て
感

じ
得
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
我
孫
子
の
手
賀
沼
の
自
然
の

美
し
さ
を
体
得
し
た
事
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
等
は
、
体
得
し
た

興
奮
を
我
孫
子
の
手
賀
沼
の
美
と
し
て
｛小
説
」に「
自
伝
」に

「
手
紙
」に
遺
し
後
世
に
伝
え
て
い
る
。 

近
年
、
手
賀
沼
の
水
質
問
題
は
あ
る
が
、
彼
等
に
と
っ
て
手

賀
沼
の
美
し
さ
、
自
然
の
美
し
さ
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

 
 

 
 

 
 

志
賀
・・・・雪
の
積
も
っ
た
細
長
い
沼
船
が
乗
り
捨
て
て
あ
る
。

本
当
に
絵
の
よ
う
だ
。
東
洋
の
勝
れ
た
墨
絵
が
実
に
此
印
象

を
確
か
に
掴
み
、
そ
れ
を
強
い
効
果
で
現
わ
し
て
居
る
事
を
今

更
に
感
嘆
し
た
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
雪
の
日
」よ
り
抜
粋

 
 

 

武
者
・・・・夕
日
が
雲
に
反
射
し
て
、
そ
れ
が
手
賀
沼
を
金
色

に
染
め
る
。
あ
ん
な
静
か
な
、
あ
ん
な
美
し
さ
は
、
彼
が
２
年

近
く
住
ん
で
い
て
も
見
た
事
が
な
い
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
或
る
男
」よ
り
抜
粋 

 
 

柳
・・・・・・こ
こ
は
地
上
の
美
し
い
場
所
の
一
つ
だ
と
自
分
は
よ

く
思
っ
た
。
窓
越
し
に
吾
々
は
沼
を
横
切
っ
て
ゆ
く
渡
し
を
い

つ
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
我
孫
子
か
ら
」
抜
粋

 
 

 

リ
ー
チ
・・・今
考
え
ま
す
と
あ
の
こ
ろ
過
ご
し
た
手
賀
沼
の

日
々
が
、
私
の
人
生
で
最
も
幸
福
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
以
前
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ

ど
、
・・・・・・。 

 

 
 

「
バ
ー
ナ
ー
ド
リ
ー
チ
の
手
紙
」よ
り
抜
粋
（※
７
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上  

※
１「
武
者
小
路
実
篤
」新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
（１
９
８
４
，

４
）新
潮
社 

 
 

※
２
作
家
の
自
伝
７「
武
者
小
路
実
篤
」武
者
小
路
実
篤
著 

（１
９
９
４
，
１
０
）日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 

※
３「
解
説 

手
賀
沼
の
畔
の
思
索
者
」柳
宗
玄
著
（柳
宗
悦 

全
集
第
二
巻
）筑
摩
書
房
（昭
和
５６
年
３
月
） 
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※
４ 「
私
の
念
願
」の
項
・柳
宗
悦
著
（昭
和
５３
年
）春
秋
社 

発
行  

 
 

※
５ 

 
 

 
 

 
 

〃 
 

 
 

※
６ 「
東
と
西
を
越
え
て
」バ
ー
ナ
ー
ド
リ
ー
チ
著
・福
田
陸
太

郎
訳
（１
９
８
２
，
１
）日
本
経
済
新
聞
社 

※
７ 「
バ
ー
ナ
ー
ド
リ
ー
チ
の
手
紙
」我
孫
子
市
史
研
究
セ
ン

タ
ー【
１
９
８
】発
行「
郷
土
我
孫
子
第
三
号
」 

 

参
考「
牟
礼
随
筆
」武
者
小
路
実
篤
全
集
第
１５
巻
小
学
館 

（１
９
９
０
，
８
）  

 
 

 
 

 
 

 

 

（特
別
寄
稿
） 

 
 

 
 

 

叔
祖
父
「原
田
京
平
」 

豊
澤 

楯
彦  

 

原
田
京
平
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
京
平
の
ニ
女
の
ミ
ナ
ミ
が
白

樺
文
学
館
を
訪
ね
た
際
に
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
林
清

江
先
生
や
故
矢
野
正
男
さ
ん
が
強
い
関
心
を
持
っ
た
事
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
後
の
稲
村
学
芸
員
が
引
継
ぎ
多
く
の
成
果
が

発
表
さ
れ
本
誌
等
に
も
多
々
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

だ
が
、
思
い
も
か
け
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
平
成

十
七
（２
０
０
５
）年
十
一
月
三
日
午
後
の
事
で
あ
っ
た
。「
原
田

聚
文
」の
次
女
で
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
Ｎ
Ｙ
在
住
の
洋
画
家
原
田

南
（ミ
ナ
ミ
・ア
ス
ト
ロ
ロ
ゴ
）氏
が
、
ご
自
身
の
誕
生
の
地
、
我

孫
子
弁
天
山
志
賀
邸
跡
を
訪
れ
、
さ
ら
に
旧
白
樺
文
学
館
を

訪
ね
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
に
、
南
氏
誕
生
以
来
八
十
年

ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

南
氏
が
旧
白
樺
文
学
館
を
訪
れ
た
こ
の
日
、
応
対
し
、
そ

の
後
も
連
絡
を
取
り
続
け
た
の
は
、
当
時
ス
タ
ッ
フ
の
矢
野

正
男
氏
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
さ
れ
た
南
氏
に
、
弁
天

山
志
賀
直
哉
邸
跡
・白
樺
文
学
館
に
て
撮
っ
た
写
真
を
送
り
、

国
際
電
話
に
よ
る
交
信
が
始
ま
っ
た
。
実
に
１１
回
に
及
ぶ

（平
成
１９
年
６
月
２７
日
～
同
年
８
月
）も
の
と
な
っ
た
。 

（『
我
孫
子
の
文
化
４０
年
の
歩
み
』よ
り 

  

血
筋
に
あ
た
る
だ
け
の
縁
で
す
が
そ
の
視
点
か
ら
の
拙
文
に

挑
み
ま
す
。 

 

京
平
は
私
の
祖
父
の
弟
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
２
代
前
の
人
で

明
治
２８(

１
８
９
５)

年
に
生
ま
れ
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に

画
家
生
活
を
送
り
昭
和
１１(

１
９
３
６)

年
に
４０
歳
で
逝
き
ま

し
た
。
今
は
直
に
彼
を
知
っ
た
人
も
語
れ
る
人
も
居
な
く
な
り

ま
し
た
。 

 

生
家
は
浜
松
か
ら
北
に
一
山
超
え
た
静
か
な
山
村
に
建
ち
、

京
平
の
甥
に
あ
た
る
父
の
没
後
に
は
住
む
者
も
無
く
な
り
朽

ち
果
て
た
姿
で
す
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
私
も
父
も
祖
父
も
京

平
も
同
じ
屋
根
の
下
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

生
業
は
農
林
業
の
他
に
和
紙
の
取
引
も
し
て
い
て
、
古
い
街

道
に
面
し
て
い
ま
す
。
入
り
口
の
三
和
土
か
ら
商
談
用
の
広

間
・客
間
・奥
の
間
と
座
敷
が
続
き
、
そ
の
廊
下
の
外
の
庭
の
池

に
は
釣
っ
て
き
た
川
魚
が
泳
い
で
い
ま
し
た
。
水
は
裏
の
清
流
の

上
流
か
ら
小
さ
な
専
用
水
路
を
堀
っ
て
屋
敷
に
引
き
込
み
、

生
活
全
て
の
水
源
と
し
て
利
用
、
途
中
か
ら
筧
で
台
所
へも
。

最
後
は
屋
敷
と
川
の
落
差
を
利
用
し
た
水
車
を
設
け
て
米
を

搗
き
粉
を
挽
き
、
私
の
幼
少
の
頃
ま
で
そ
の
水
車
は
動
い
て
い

ま
し
た
。 

 

こ
の
清
流
を
遡
る
と「
か
ま
ん
ど
の
滝
」が
あ
り
、
石
清
水
の

落
ち
る
音
は
静
寂
な
山
の
中
の
数
少
な
い
存
在
感
で
も
あ
り

ま
す
。  

 
そ
の
故
郷
の
様
子
が『
歌
集 

雲
の
流
れ
』に
幾
首
か
載
っ
て
い

ま
す
。 

 

※『
雲
の
流
れ
』京
平
が
病
没
し
た
後
に
、
妻
の
睦
が
発
行
し
た 

歌
集
（右
下
写
真
は
そ
の
表
紙
） 

  

白
き
穂
の
な
び
く
を
越
し
て
向
ひ
見
る 

山
腹
の
家
に
楮
打
つ
音 

 

富
士
を
見
に
の
ぼ
り
て
來
れ
ば
日
み
な
み
の 

山
腹
の
家
に
紙
を
ほ
し
た
り 

 

出
身
地
の
阿
多
古
地
方
は
戦
前
ま
で
は
阿
多
古
紙
の
産
地

で
も
あ
り
、
古
く
は
物
納
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
村

で
は
平
地
が
少
な
い
た
め
年
貢
は
米
だ
け
で
は
到
底
足
り
ず

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
産
品
で
納
め
て
い
た
と
記
録
に
も
あ
り
ま

す
。 

 
 

子
の
こ
ろ
は
山
に
の
ぼ
り
て
富
士
の
山 

見
る
が
た
の
し
く
山
に
の
ぼ
り
た
り 

村
の
西
境
に
は
観
音
山(

５
７
５
ｍ)

が
そ
び
え
遥
か
に
富
士

山
を
望
め
ら
れ
る
の
を
自
慢
し
た
様
子
で
す
。
里
の
子
供
の
冒

険
に
も
ふ
さ

わ
し
い
山
で
、

道
な
き
道
を

上
へ
上
へ
と
一

直
線
に
登
れ

ば
山
頂
に
辿

り
着
き
、
そ
こ

か
ら
は
東
に

遠
く
富
士
山
、

南
は
三
方
ヶ
原

台
地
・
浜
松
・

太
平
洋
、
西
に

浜
名
湖
、
北
に

は
火
伏
の
神
の

秋
葉
山
か
ら

中
央
ア
ル
プ
へ

ス
と
眺
望
で
き

ま
し
た
。 

  〈
淋
し
と
て
三
七
日
あ
ま
り
を
深
夜
墓
に
て
火
を
焚
く
〉 

父
が
魂
さ
み
し
か
ら
む
と
夜
の
更
け
を 

墓
の
邊
近
く
か
が
り
火
を
た
く 

闇
の
中
に
一
つ
火
を
た
く
父
が
魂 

淋
し
か
ら
む
と
夜
毎
わ
が
た
く 

 

昭
和
６(

１
９
３
１)

年
３
月
に
京
平
の
父
が
亡
く
な
り
帰
省
し

た
際
の
歌
で
す
。
村
の
墓
地
は
村
外
れ
の
山
の
中
に
あ
り
、
そ

の
共
同
墓
地
に
土
葬
し
て
い
ま
し
た
。
三
七
日
つ
ま
り
２１
日

間
墓
地
で
か
が
り
火
を
焚
き
続
け
て
い
た
様
子
で
す
。
逝
っ
た

人
への
思
慕
の
気
持
ち
が
溢
れ
、
未
だ
寒
さ
の
残
る
季
節
に
村

人
が
交
代
で
か
が
り
火
を
焚
き
続
け
て
く
れ
る
様
は
、
今
も

共
同
体
と
し
て
助
け
合
う
の
が
自
然
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
頃
の
葬
儀
の
様
子
の
一
片
を
垣
間
知
る
こ
と
が
で
き
て

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。 

村
の
様
子
を
描
い
た
京
平
の
画
は
白
樺
文
学
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
穏
や
か
な
山
里
の
風
景
や
小
川
の
滝
の
絵
か
ら

も
京
平
の
故
郷
への
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。 
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豊
か
で
は
な
く
て
も
穏
や
か
で
平
和
な
暮
ら
し
が
今
も
営
ま

れ
て
い
る
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
村
で
す
。 

 
大
正
２(

１
９
１
３)

年
、
そ
ん
な
山
の
中
か
ら
当
時
は
中
学(

現

在
の
高
校)

進
学
だ
け
で
も
大
事
な
の
に
、
中
途
退
学
し
て
ま

で
画
描
き
を
志
し
て
の
突
然
の
上
京
な
ん
て
！！ 

そ
の
時
の
曾

祖
父
の
気
持
ち
と
経
過
を
探
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
記
録
も

見
つ
か
ら
ず
探
す
術
も
無
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。 

 

画
描
き
と
し
て
逝
っ
た
京
平
の
追
悼
集
と
も
な
っ
た「
雲
の
流

れ
に
」に
は
多
く
の
方
々
か
ら
追
悼
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。  

 

 

歌
人
・国
文
学
者
の
窪
田
空
穂(
く
ぼ
た 

う
つ
ほ)

、
版
画
家
・

画
家
の
山
本
鼎(

や
ま
も
と 

か
な
え)
、
洋
画
家
・随
筆
家
の
木

村
荘
八(

き
む
ら 

し
ょ
う
は
ち)

、
日
本
画
家
の
石
山
太
柏(

い
し

や
ま 

た
い
は
く)

、
画
家
の
鬼
塚
金
華(

お
に
づ
か 

き
ん
か)

、

詩
人
の
福
士
幸
次
郎(

ふ
く
し 

こ
う
じ
ろ
う) 

 

こ
れ
ら
か
ら
交
友
の
広
さ
と
人
物
像
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て
原
田
京
平
の
存
在
を
知

り
ま
し
た
。 

  

昨
秋
か
ら
今
年
に
か
け
て
浜
松
文
芸
館
が「【
企
画
展
】『
歌

人
・画
家 

原
田
京
平 

故
郷
浜
松
に
帰
る
』を
開
催
し
ま
し
た
。

白
樺
文
学
館
の
全
面
協
力
に
よ
り
成
功
裏
に
無
事
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。
京
平
に
関
す
る
広
い
分
野
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
要
領
よ

く
分
か
り
易
く
纏
め
ら
れ
、
そ
の
様
は
白
樺
文
学
館
の
研
究

成
果
の
発
表
会
。
画
家
と
し
て
も
ク
レ
パ
ス
、
日
本
画
、
洋
画
、

水
彩
画
、
版
画
と
幅
広
い
制
作
に
は
地
元
や
研
究
者
か
ら
も

大
き
な
一
石
と
な
る
と
の
評
価
で
し
た
。 

 

そ
の
中
で
文
芸
館
の
鈴
木
館
長
が
浜
松
出
身
の
画
人「
本
田

圧
太
朗
・原
田
京
平
・栗
田
雄
」の
３
人
に
先
輩
・後
輩
、
友
人
、

知
人
の
関
係
を
見
出
し
ま
し
た
。 

 

京
平
の
画
への
発
心
の
種
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

※ 

原
田
京
平
に
つ
い
て
の
資
料
等
は
全
て
白
樺
文
学
館
に
寄
贈

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 【

覚
】 

原
田
京
平 (

は
ら
だ 

き
ょ
う
へい) 

 

 
 本

籍 

静
岡
県
磐
田

い
わ
た

郡
上か

み

阿あ

多た

古ご

村
西

む
ら
に
し

藤
平

ふ
じ
だ
い
ら

１
４
９
番
地 

 

生 

１
８
９
５(

明
治
２８)

年
１０
月
１０
日 

 
 

※
除
籍
謄
本
で
は
１７
日
生 

 

没 

１
９
３
６(

昭
和
１１)

年
１
月
１６
日 

（享
年
４０
歳
） 

父 

原
田
金 き

ん

徳 と
く (

１
８
５
６(

安
政
３)

．
３
．
１０
～
１
９
３
１

(

昭
和
６)

．
３
．
１) 

  

母       

志し

けげ(

１
８
６
０(

万
延
１)

．
９
．
１０
～
１
９
３
３ 

(

昭
和
８)

．
７
．
１４) 

長
男 

平
一
郎 

六
男 

京
平 

  『
雲
の
流
れ
』(

１
９
３
６(

昭
和
１１)

年
５
月
２５
日
発
行)

に 

弔
文
を
掲
載 

歌
人
・国
文
学
者
の
窪
田
空
穂(

く
ぼ
た 

う
つ
ほ 

 

１
８
７
７
～
１
９
６
７) 

版
画
家
・画
家
の
山
本
鼎(

や
ま
も
と 

か
な
え 

 

１
８
８
２
～
１
９
４
６) 

 
  

洋
画
家
・随
筆
家
の
木
村
荘
八(

き
む
ら 

し
ょ
う
は
ち 

 
１
８
９
３
～
１
９
５
８) 

 
  

日
本
画
家
の
石
山
太
柏(

い
し
や
ま 

た
い
は
く 

 

１
８
９
３-
～
１
９
６
１) 

 
  

画
家
の
鬼
塚
金
華(

お
に
づ
か 

き
ん
か 

 

１
８
９
７
～
１
９
８
５) 

 
  

詩
人
の
福
士
幸
次
郎(
ふ
く
し 

こ
う
じ
ろ
う 

 

１
８
８
９
～
１
９
４
６), 

    

「
我
孫
子
の
地
名
あ
れ
こ
れ
」 

荒
井 

茂
男  

テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
な
ど
で
出
題
さ
れ
る「
難
読
（難
解
）地
名
」。

難
読
地
名
と
は
、
日
本
の
地
名
の
中
で
通
常
の
漢
字
の
読
み
を

し
な
い
こ
と
か
ら
読
む
こ
と
が
難
し
い
地
名
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
特
徴
と
し
て
は
、「
知
名
度
の
低
い
文
字
が
使
わ
れ
て
い

る
」、「
文
字
の
読
み
が
一
般
的
な
読
み
と
異
な
る
」、「
読
み
方

が
通
常
の
音
訓
に
な
い
」の
３
点
が
該
当
す
る
地
名
が
難
読
地

名
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
方
言
や
誤
読
、
誤
記
が
そ
の

ま
ま
広
が
り
、
難
読
地
名
と
し
て
定
着
し
て
し
ま
っ
た
地
名
も

あ
る
よ
う
で
す
。
日
本
全
国
の
難
解
地
名
に
つ
い
て
最
近
の
調

査
（ア
ン
ケ
ー
ト
）で
は
難
読
地
名
で
有
名
な「
匝
瑳
市
（そ
う

さ
し
・千
葉
県
）」「
宍
粟
市
（し
そ
う
し
・兵
庫
県
）」を
破
り
、

栄
え
あ
る
一
位
に
輝
い
た
の
は
長
野
県
東
御
市
（と
う
み
し
）。

正
解
率
は
２６
．
４
％
で
し
た
。 

我
孫
子
は
古
い
歴
史
の
あ
る
町
。
市
内
に
は
難
解
、
奇
妙
、

お
も
し
ろ
い
地
名
（大
字
（お
お
あ
ざ
）・小
字
（こ
あ
ざ
））が
多

い
。
布
佐
な
ど
千
年
以
上
も
前
の
地
名
が
、
今
で
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

地
名
は
文
字
伝
来
（四
世
紀
末
）前
に
存
在
し
、
そ
の
発
音

に
漢
字
が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。 

七
百
年
代
の
好
字
二
字
令
や
国
郡
郷
里
制
か
ら
江
戸
時
代
、

明
治
・昭
和
・平
成
の
市
町
村
の
合
併
を
経
て
、
現
在
の
地
名

が
あ
り
ま
す
。 

 

地
名
は
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
形
成
さ
れ

た
土
地
の
履
歴
で
す
。
今
回
の
講
演
で
は
自
然
（地
形
）、
信
仰
、

耕
作
な
ど
に
関
わ
る
地
名
の
由
来
を
探
り
ま
す
。 

 

（編
集
者
か
ら
）講
師

の
荒
井
茂
男
さ
ん
は

我
孫
子
市
史
研
究
セ

ン
タ
ー
（
市
史
研
）
が

平
成
二
十
七
年
に
八

年
越
し
で
発
行
し
た

『
我
孫
子
の
地
名
と
歴

史
❘
わ
が
町
の
字
誌

❘
』の
執
筆
者
の
一
人

で
す
。 

 

（放
談
く
ら
ぶ
」
で
荒
井
氏
の
講
演
を
予
定 

日
時 

１０
月
２２
日
（土
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

 

ア
ビ
ス
タ
第
２
学
習
室 

 

                   
我孫子の文化を守る会                             ８  

あ
び
こ
だ
よ
り
１
０
２
号 



五
団
体
共
同
企
画
特
別
講
演
会 

 
我
孫
子
市
に
お
け
る「
多
様
性
あ
る
地
域
博
物
館
」を 

考
え
る 

市
史
研
究
セ
ン
タ
ー 

宗
岡 

恒
雄 

（講
演
概
要
）我
孫
子
は
、
志
賀
直
哉
を
始
め
と
し
た
白
樺
派

の
文
人
達
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
白
樺
派
ゆ
か
り
の
地

と
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
水
辺
の
景
観
な
ど

の
自
然
資
産
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。 

ま
た
、
市
内
に
は
縄
文
時
代
を
主
に
文
化
財
包
蔵
地
が

２
０
０
余
カ
所
あ
る
。
東
葛
地
区
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る

『
水
神
山
古
墳
』や
『
頭
椎
太
刀
』、
そ
し
て『
藤
原
部
の
設
置
』

等
の
大
和
朝
廷
と
の
親
密
な
関
係
を
窺
わ
せ
る
遺
跡
・遺
物
・

伝
承
も
多
い
。
さ
ら
に
１
２
０
０
年
前
の
５４
棟
の
倉
跡
が
出
土

し
て
相
馬
郡
の
正
倉
に
比
定
さ
れ
て
い
る『
日
秀
西
遺
跡
』は

学
術
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
文
化
・歴
史
資
産
も
豊

富
な
地
で
あ
る
。 

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
恵
ま
れ
、
都
心
か
ら
４０
分
程
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
休
日
に
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
歴
史
探
訪
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ボ
ー
ト
等
を
、
三
々
五
々
楽
し

む
人
々
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

市
で
は
２
０
１
９
年
４
月
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
を
受
け

て
、「
我
孫
子
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」（以
下「
地
域

計
画
」）を
作
成
し
て
、
２
０
２
０
年
に
文
化
庁
長
官
よ
り
認
定

を
受
け
て
い
る
。
こ
の「
地
域
計
画
」で
も
博
物
館
の
必
要
性
を

記
述
し
て
い
る
。
新
設
の
博
物
館
が
市
民
の
郷
土
に
対
す
る
関

心
と
誇
り
を
高
め
る
と
と
も
に
、
教
育
や
観
光
に
も
資
す
る

も
の
に
と
の
思
い
を
込
め
て
、
永
続
性
の
あ
る
博
物
館
の
在
り

方
を
考
え
て
み
た
。 

宗
岡
氏
の
講
演
会
は
次
の
通
り 

日
時 

１０
月
２１
日
（金
）
１３
時
～
１５
時 

場
所 

ア
ビ
ス
タ
第
１
会
議
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

百
人
一
首
を
楽
し
む
会
（番
外
） 

美
崎 

大
洋 

今
月
の
歌
（恋
の
歌
そ
の
１６
） 

嘆
き
つ
つ 

ひ
と
り
ぬ
る
夜
の 

明
く
る
間
は 

 

い
か
に
久
し
き 

も
の
と
か
は
知
る 

 
 

 
 

 
 

 

（５
３
） 

 【
現
代
語
訳
】 

 

「
今
夜
も
ま
た
来
て
く
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
」と
悲
し
い
思

い
を
抱
い
て
、
そ
れ
で
も
あ
な
た
を
待
ち
侘
び
な
が
ら
朝
が
来

る
ま
で
一
人
で
過
ご
す
。
そ
ん
な
夜
が
ど
れ
ほ
ど
長
い
か
あ
な

た
は
知
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

「
入
道
摂
政
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
門
を
お
そ
く
あ
け
け
れ
ば

立
ち
わ
づ
ら
ひ
ぬ
と
い
ひ
入
れ
て
侍
り
け
れ
ば
」『
拾
遺
集
』の

詞
書
が
あ
る
。  

 

 【
語
句
】 

【
嘆
き
つ
つ
】夫
の
訪
れ
が
な
い
の
を
嘆
き
な
が
ら
。「
つ
つ
」は
動

作
や
作
用
の
反
復
（繰
り
返
し
）を
表
す
接
続
助
詞
。【
ひ
と
り

寝
る
夜
】「
寝
（ぬ
）る
」は
動
詞「
寝
（ぬ
）」の
連
体
形
。【
明
く
る

ま
は
】夜
の
明
け
白
む
ま
で
の
間
は
と
い
う
意
味
。【
か
は
】は
反

語
。【
知
る
】は
連
体
形
で
、「
か
」の
係
り
結
び
、「
ど
ん
な
に
久

し
く
待
ち
遠
し
い
も
の
で
あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
、
ご
存

知
あ
り
ま
す
ま
い
」と
な
る
。 

「
開
く
る
間
」道
綱
の
母
の
家
の
門
が
開
く
ま
で
の
（・・・開
門
が

遅
い
の
で
、
来
訪
者
藤
原
兼
家
が
待
ち
き
れ
ず
に
帰
っ
て
し
ま

っ
た
・・・）所
要
時
間
。「
明
く
る
間
」兼
家
が
来
ぬ
の
を
嘆
き
な

が
ら
寂
し
く
過
ご
す
道
綱
の
母
の
一
人
寝
の
）夜
が
明
け
る
ま

で
の
時
間
。 

平
安
時
代
の
男
女
関
係
は
、
悲
し
い
ほ
ど
に
男
性
優
位
で
、

「
一
夫
多
妻
」に「
妻
問
婚
」。
女
性
は
ひ
た
す
ら
家
に
あ
っ
て
、

自
分
を
妻
（の
一
人
）と
し
た
男
性
が
、
訪
ね
て
来
る
の
を
じ
ー

っ
と
待
つ
。 

 

兼
家
が
夜
遅
く
彼
女
の
家
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て

し
ま
っ
た
。
門
を
開
け
る
の
に
手
間
取
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
の

で
と
彼
は
言
っ
て
き
た
。 

 

し
か
し『
蜻
蛉
日
記
』で
は
、
一
子
道
綱
が
生
ま
れ
て
間
も
な

い
天
暦
９
年
の
こ
ろ
（作
者
２０
歳
、
兼
家
２７
歳
）、
兼
家
に
一

人
の
愛
人
が
で
き
た
。
町
の
小
路
の
女
で
あ
る
。
兼
家
の
後
を

つ
け
さ
せ
て
新
し
い
女
の
で
き
た
こ
と
を
知
っ
た
彼
女
は
激
怒
。

そ
れ
か
ら
２
、
３
か
月
夜
明
け
に
門
を
叩
い
た
兼
家
を
彼
女
は

拒
ん
で
家
に
入
れ
ず
、
翌
朝
こ
の
歌
に「
う
つ
ろ
い
た
る
菊
」（い

ろ
あ
せ
た
菊
）を
添
え
て
夫
に
送
っ
た
。『
拾
遺
集
』の
詞
書
は
こ

の
な
ま
な
ま
し
い
事
実
を
ぼ
か
し
て
虚
構
化
し
て
い
る
。 

 【
作
者
】 

 

右
大
将
（藤
原
）道
綱
母
（ふ
じ
わ
ら
の
み
ち
つ
な
の
は
は
、
承

平
６
年
（９
３
６
年
）？
～
長
徳
元
年
５
月
２
日
（９
９
５
年
６

月
））は
、
平
安
時
代
中
期
の
歌
人
。
藤
原
倫
寧
（と
し
か
ず
）の

娘
。
（『
尊
卑
分
脈
』に「
本
朝
第
一
美
人
三
人
内
也
（日
本
で
最

も
美
し
い
女
性
三
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
）」と
書
か
れ
て
い

る
が
、
尊
卑
分
脈
は
間
違
い
も
多
く
真
偽
は
不
明
）。
藤
原
兼

家
の
妻
の
一
人
と
な
り
一
子
道
綱
を
も
う
け
た
。
ま
た
、
兼
家

の
旧
妻
で
あ
る
源
兼
忠
女
の
娘
を
引
き
取
り
養
女
に
し
て
い
る
。

兼
家
と
の
結
婚
生
活
の
様
子
な
ど
を『
蜻
蛉
日
記
』に
つ
づ
っ
た
。

晩
年
は
摂
政
に
な
っ
た
夫
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
寂

し
い
生
活
を
送
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
。『
蜻
蛉

日
記
』は
没
年
よ
り
約
２０
年
前
、
３９
歳
の
大
晦
日
を
最
後
に

筆
が
途
絶
え
て
い
る
。 

彼
女
は
才
媛
の
誉
れ
も
高
く
、
そ
の
評
判
を
聞
き
つ
け
た
兼

家
に
見
初
め
ら
れ
て
、
二
十
歳
の
頃
に
妻
（の
一
人
）に
な
り
、

一
人
息
子
の
道
綱
を
生
む
が
、
そ
の
後
、
兼
家
は
、
前
述
の
新

し
い
女
（藤
原
時
姫
と
い
う
名
の
、
い
か
に
も
と
き
め
き
そ
う

な
お
姫
様
。
彼
女
は
兼
家
と
の
間
に
、
道
隆
・道
兼
・道
長
・超

子
・詮
子
と
い
う
三
男
二
女
を
生
む
こ
と
に
な
る
）を
正
室
と

し
て
、
道
綱
母
の
と
こ
ろ
に
は
あ
ま
り
寄
り
付
か
な
く
な
っ

た
。 

 
 

関
連
狂
歌 

酔
ひ
つ
ぶ
れ
ひ
と
り
ぬ
る
よ
の
あ
く
る
ま
は 

ば
か
に
久
し
き
も
の
と
か
は
し
る 

 

花
火
を
ば
貰
う
て
日
暮
れ
待
つ
子
供 

い
か
に
久
し
き
も
の
と
か
は
知
る 

 

贔
屓
す
る
役
者
の
幕
の
明
く
る
間
は 

い
か
に
久
し
き
も
の
と
か
は
知
る 

 

牢
人
の
あ
り
つ
く
と
見
し
夢
の
間
は 

い
か
に
嬉
し
き
も
の
と
か
は
知
る 

 
 

牢
人
＝
浪
人 

 

９                                我孫子の文化を守る会                              
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今
月
の
歌
（恋
の
歌
そ
の
１７
） 

忘
れ
じ
の 

ゆ
く
末
ま
で
は 

か
た
け
れ
ば 

 
今
日
を
限
り
の 

命
と
も
が
な 

 
 

 
 

 

（５
４
） 

 【
現
代
語
訳
】 

 

「
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
」と
い
う
言
葉
が
、
遠
い
将
来
ま
で
変

わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
そ
の
言
葉

を
聞
い
た
今
日
を
限
り
に
命
が
尽
き
て
し
ま
え
ば
い
い
の
に
。 

詞
書
に
は「
中
関
白
（藤
原
道
隆
）通
ひ
初
め
侍
り
け
る
こ
ろ
」

と
あ
る
。
夫
で
あ
っ
た
時
の
関
白
・道
隆
が
夫
と
し
て
作
者
の

家
に
通
い
は
じ
め
た
頃
に
歌
っ
た
歌
と
い
う
意
味
で
、
新
婚
ほ

や
ほ
や
の
妻
が
一
番
幸
せ
な
時
期
に
読
ま
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
。 

 【
語
句
】 

【
忘
れ
じ
の
】「
忘
れ
じ
」は
、「
い
つ
ま
で
も
あ
な
た
を
忘
れ
な
い

（あ
な
た
への
愛
は
変
わ
ら
な
い
）」と
い
う
男
の
言
葉
。「
じ
」は

打
消
し
の
意
志
の
助
動
詞
。【
難
（か
た
）け
れ
ば
】「
難
し
い
の

で
」と
い
う
意
味
。【
今
日
（け
ふ
）を
限
り
の
】「
今
日
」は
、
男
が

「
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
」と
言
っ
て
く
れ
た
そ
の
日
を
指
す
。

「
今
日
を
最
後
に
（死
ぬ
命
）」と
い
う
意
味
に
な
る
。【
命
と
も

が
な
】「
と
」は
結
果
を
表
す
格
助
詞
、「
も
が
な
」は
願
望
を
示

す
終
助
詞
で
、 

「
命
で
あ
れ
ば
よ
い
な
あ
」と
い
う
意
味
に
な

る
。 

 【
作
者
】 

儀
同
三
司
母
（ぎ
ど
う
さ
ん
し
の
は
は
。
生
年
不
祥
～
９
９
６
）

従
二
位
式
部
卿
高
階
成
忠
（た
か
し
な
な
り
た
だ
）の
娘
で
、

名
前
を
貴
子
と
言
い
、
高
内
侍
（こ
う
の
な
い
し
）
と
も
呼
ば
れ

た
。
中
関
白
藤
原
道
隆
の
妻
と
な
り
、
儀
同
三
司
伊
周
（こ
れ

ち
か
）や
一
条
天
皇
の
后
・定
子
を
生
ん
だ
。
（儀
同
三
司
は
准

大
臣
の
こ
と
で
、
三
司
（太
政
大
臣
・左
大
臣
・右
大
臣
）と
儀

が
同
じ
と
い
う
意
味
。
中
関
白
と
は
、
道
隆
の
父
・兼
家
（か
ね

い
え
）も
弟
の
道
兼
（み
ち
か
ね
）も
関
白
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

呼
び
名
。
）内
大
臣
伊
周
（９
７
４
年
～
１
０
１
０
年
）・中
納
言

隆
家
（９
７
９
年
～
１
０
４
４
年
）・僧
都
隆
円
（９
８
０
年
～
１
０

１
５
年
）の
兄
弟
及
び
長
女
定
子
を
含
む
三
男
四
女
を
生
ん
だ
。 

夫
・道
隆
が
永
延
３
年
９
８
９
年
）に
内
大
臣
、
永
祚
２
年
（９

９
０
年
）５
月
に
関
白
、
次
い
で
摂
政
と
な
り
、
１０
月
に
定
子

が
一
条
天
皇
の
中
宮
に
立
て
ら
れ
た
た
め
、
同
年
１０
月
２６
日
、

従
五
位
上
か
ら
正
三
位
に
昇
叙
。
一
方
、
貴
子
腹
の
嫡
男
伊

周
も
急
速
に
昇
進
し
、
正
暦
３
年
（９
９
２
年
）十
九
歳
に
し
て

権
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
々
年
さ
ら
に
内
大
臣
に
昇
っ
た

た
め
、
貴
子
は
末
流
貴
族
の
出
身
な
が
ら
関
白
の
嫡
妻
、
か
つ

中
宮
の
生
母
と
し
て
栄
達
し
、
高
階
成
忠
は
従
二
位
と
朝
臣

の
姓
を
賜
っ
た
。 

 
 

と
こ
ろ
が
、
長
徳
元
年
（９
９
５
年
）４
月
１０
日
に
夫
・道
隆

が
病
死
す
る
と
、
息
子
の
伊
周
と
隆
家
は
叔
父
道
長
と
の
政

争
に
敗
れ
、
権
勢
は
道
長
側
に
移
っ
た
。
翌
年
に
な
っ
て
、
伊
周

と
隆
家
は
、
花
山
院
に
矢
を
射
掛
け
た
罪
（長
徳
の
変
；
息
子

の
伊
周
が
恋
し
た
女
性
の
家
に
夜
な
夜
な
通
う
男
を
不
審
に

思
い
、
兄
弟
で
待
ち
伏
せ
し
て
矢
を
射
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
先

の
天
皇
・花
山
院
だ
っ
た
。
花
山
院
は
女
性
の
妹
の
も
と
に
通
っ

て
い
た
）に
よ
っ
て
大
宰
権
帥
・出
雲
権
守
に
そ
れ
ぞ
れ
左
降
・

配
流
。
貴
子
は
出
立
の
車
に
取
り
付
い
て
同
行
を
願
っ
た
が
、

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ま
も
な
く
病
を
得
て
、
息
子
の
身

の
上
を
念
じ
な
が
ら
、
同
年
１０
月
末
に
薨
去
し
た
。
四
十
代

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 
 関

連
狂
歌 

よ
み
歌
の
う
へな
ら
ば
こ
そ
い
ふ
だ
あ
ろ 

け
ふ
を
限
り
の
命
な
れ
と
は 

 
 

 
 

 

言
葉
の
上
だ
け
で
、
本
気
で
は
あ
る
ま
い
と
見
く
び
っ
て
い
る
。

「
い
ふ
だ
あ
ろ
」は
非
常
に
く
だ
け
た
口
語
。 

 

忘
り
や
る
な
行
く
末
ま
で
は
か
た
け
れ
ど 

命
か
ぎ
り
に
金
を
か
ぎ
り
に 

 行
く
末
の
不
安
け
す
す
べ
他
に
あ
ら
ば 

 

今
日
を
限
り
の
深
酒
と
も
が
な 

 
 

蒲
焼
に
な
る
て
ふ
笊
（ざ
る
）の
鰻
さ
へ 

今
日
を
限
り
の
命
と
も
が
な 

 

参
考
文
献『
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
百
人
一
首
』世
界
文
化
社 

 
 

 
 

 
 

「
ち
ょ
っ
と
差
の
つ
く
百
人
一
首
」Ｓ
Ｎ
Ｓ
版 

 
 

 
 

 
 

『
爆
笑
！
パ
ロ
デ
ィ
百
人
一
首
』京
都
新
聞
出
版 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
ン
タ
ー 

楚
人
冠
の
思
想
と
性
格
形
成
に
つ
い
て 

 

現
在
、
杉
村
楚
人
冠
記
念
館
で
は
夏
季
企
画
展
、
杉
村
楚

人
冠
生
誕
一
五
〇
年
記
念
と
し
て「
杉
村
楚
人
冠
の
青
少
年

時
代
」の
タ
イ
ト
ル
で
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
（
１０
月
２
日
ま
で
） 

「
日
記
や
英
語
、
宗
教
等
、
様
々
な
物
事
へ
の
関
心
、
ま
た
、
親

友
・古
川
勇
や
恩
師
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
ら
と
の
交
流
か
ら
、
杉

村
幸
太
郎
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・杉
村
楚
人
冠
と
な
っ
た
の
で

す
」「
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
焦
点
が
」当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

杉
村
楚
人
冠
の
青
少
年
時
代
が
、
後
の
楚
人
冠
に
ど
れ
ほ
ど

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
、
少
し
で
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
の
な
ら
幸
い
で
す
」（企
画
展
示
目
録
よ
り
） 

改
め
て
杉
村
廣
太
郎
の
生
い
立
ち
を
眺
め
て
み
る
。 

明
治
５
年
７
月
２５
日
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
に
て
出
生
。

父
は
和
歌
山
藩
士
の
杉
村
庄
太
郎
。
３
歳
の
時
に
父
と
死
別

し
、
以
来
、
母
の
手
で
育
て
ら
れ
る
。
小
学
校
時
代
は
い
じ
め

ら
れ
っ
子
で
、
い
じ
め
ら
れ
る
と
家
に
と
じ
こ
も
る
よ
う
な
臆

病
な
少
年
だ
っ
た
が
、
成
績
は
良
く
、
ほ
と
ん
ど
の
学
科
で
主

席
の
座
を
占
め
た
。
１３
、
１４
歳
こ
ろ
ま
で
泣
き
虫
で
引
っ
込

み
思
案
で
あ
っ
た
廣
太
郎
は
、
今
度
は
そ
の
反
動
で「
元
来
が

母
よ
り
外
に
怖
い
も
の
も
、
や
さ
し
い
も
の
も
な
い
と
心
得
て

い
る
自
分
と
し
て
は
昔
受
け
た
迫
害
の
反
動
と
で
も
言
お
う

か
、
い
つ
し
か
意
地
っ
張
り
の
強
情
な
、
手
も
足
も
つ
け
ら
れ
な

い
腕
白
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
」と
述
懐
し
て
い
る
。 

楚
人
冠
が
自
ら
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
新

聞
が
好
き
で
、
一
生
の
望
み
は
新
聞
記
者
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

中
学
時
代
、
中
学
生
と
し
て
あ
ま
り
読
ま
な
い
よ
う
な
文
学
雑

誌
や
小
説
を
愛
読
し
て
い
た
。
全
体
の
学
科
か
ら
い
え
ば
そ
の
成

績
は
上
位
の
中
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
作
文
は
さ
す
が
に
上
手
で
何

で
も
（甲
、
乙
、
丙
）の
甲
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
文
章
は
常
に
新
し

か
っ
た
。
ひ
と
の
意
表
に
出
る
と
こ
ろ
が
あ
り
長
っ
た
ら
し
い
演
説

が
流
行
し
て
い
る
と
き
で
も
、
廣
太
郎
だ
け
は
急
所
を
つ
か
ん
だ

短
文
を
書
い
た
り
短
い
簡
明
な
演
説
を
し
て
超
然
と
し
て
い
た
。 

企
画
展
示
で
は
青
年
時
代
の
思
想
形
成
に
影
響
の
あ
っ
た

人
物
と
し
て
古
河
勇
、
イ
ー
ス
ト
レ
ー
キ
の
名
前
が
あ
っ
た
が
、

成
人
と
な
っ
た
楚
人
冠
の
性
格
と
し
て
見
て
と
れ
る
の
は 

①
偽
善
を
嫌
う
（開
き
直
り
、
一
種
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
） 

②
気
難
し
屋
③
皮
肉
屋 
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さ
ら
に
楚
人
冠
本
人
の
弁
で
は「
自
身
の
病
弱
の
憂
十
個
」

と
し
て
以
下
の
性
格
を
挙
げ
て
い
る
。 

１ 
臆
病
、
２ 

弱
気
、
３ 

無
精
、
４ 

根
気
が
な
い
、
５ 

気
が
短

い
、
６ 
几
帳
面
過
ぎ
る
、
７ 

ケ
チ
ン
坊
、
８ 

人
に
師
事
す
る

こ
と
を
知
ら
な
い
、
９ 

無
愛
想
、
１０ 

人
づ
き
合
い
が
悪
い 

本
人
の
弁
（自
虐
を
含
め
）な
の
で
若
干
割
り
引
い
た
と
し
て

も
楚
人
冠
の
著
作
な
ど
か
ら
は
こ
れ
ら
の
性
格
を
説
明
で
き

る
。
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 

（そ
の
１
）楚
人
冠
を
理
想
像
と
し
て
朝
日
新
聞
を
受
け
首
尾

よ
く
入
社
で
き
た
の
で
お
礼
と
今
後
何
分
よ
ろ
し
く
と
い
う
た

め
に
我
孫
子
ま
で
出
か
け
た
新
入
社
員
、
楚
人
冠
は
丁
度
出

か
け
よ
う
と
し
て
玄
関
を
出
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
駅
ま
で
歩
き

な
が
ら
話
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
見
る
と
楚
人
冠
は
重

た
そ
う
な
カ
バ
ン
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
る
。
記
者
は
気
を
利
か
す

べ
く「
先
生
カ
バ
ン
を
お
持
ち
し
ま
し
ょ
う
」と
受
け
取
ろ
う
と

し
た
と
こ
ろ「
ち
ょ
っ
と
待
て
、
言
っ
と
く
が
ね
、
人
の
カ
バ
ン
を

持
と
う
な
ど
と
い
う
了
見
は
一
生
起
こ
さ
ん
ほ
う
が
い
い
よ
」と

言
っ
た
。 

（そ
の
２
）新
聞
社
で
あ
る
部
長
と
擦
れ
違
っ
た
。
そ
の
部
長
は

愛
想
た
っ
ぷ
り
で
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
楚
人
冠
に
挨
拶
し
た
。 

い
き
な
り「
何
が
お
か
し
い
」と
浴
び
せ
て
相
手
を
面
食
ら
わ
せ

た
。
ニ
タ
ニ
タ
し
た
り
、
エ
ヘラ
エ
ヘラ
す
る
の
に
我
慢
が
な
ら
な

か
っ
た
ら
し
い
。
お
追
従
笑
い
に
至
っ
て
は
さ
ら
に
嫌
い
で
。
家

族
に
も「
お
か
し
く
も
な
い
時
に
何
を
笑
う
」と
よ
く
た
し
な
め

ら
れ
た
ら
し
い
。 

楚
人
冠
の
思
想
・性
格
形
成
の
原
初
的
な
理
由
を
楚
人
冠

の
四
男
の
武
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
幼
時
か
ら
母
ひ

と
り
子
ひ
と
り
の
境
遇
で
、
親
戚
は
じ
め
周
囲
か
ら
受
け
た
迫

害
、
脅
威
に
対
す
る
母
子
一
体
と
な
っ
た
反
撥
、
抵
抗
と
い
う

も
の
で
あ
る
」。
楚
人
冠
の
終
始
変
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
母
親

に
対
す
る
孝
心
の
深
さ
は
こ
の
こ
と
で
説
明
で
き
る
と
い
う
。 

楚
人
冠
は
出
版
す
る
本
の
巻
頭
言
、
序
な
ど
の
前
に
次
の
よ

う
な
言
葉
を
そ
の
都
度
掲
載
し
母
親
に
対
す
る
思
い
を
率
直

に
表
し
た
。 

 

「
二
十
三
歳
の
寡
婦
と
三
歳
の
孤
児
と
が
、
其
の
夫
と
父
と
の

死
に
慟
哭
せ
る
時
に
乗
じ
て
、
我
が
杉
村
一
家
を
覆
せ
ん
と

謀
れ
る
、
わ
が
族
父
何
某
の
亡
霊
に
此
の
書
を
さ
ゝ
ぐ
、
」 

『「

七
花
八
裂
』」

（昭
和
四
十
一
年
一
月
発
行
） 

「
年
二
十
三
に
し
て
、
其
の
夫
を
失
ひ
、
才
貌
の
雙
美
を
以
て

し
て
、
屡
々
再
醮
（再
婚
の
意
；
筆
者
注
）を
勸
め
ら
る
ゝ
も
應

ぜ
ず
、
心
細
き
親
一
人
子
一
人
の
境
界
に
伴
ふ
一
切
の
苦
楚

を
甞
め
て
、
而
か
も
嘗
て
一
た
び
も
其
の
持
す
る
所
を
改
め

ず
、
斯
く
て
當
時
取
り
て
僅
に
三
つ
に
な
れ
る
著
者
を
愛
育
し

て
、
寡
居
此
に
三
十
三
年
に
及
べ
る 

わ
が
最
愛
の
母
上
に 

此
の
は
か
な
き
小
冊
子
を
さ
ゝ
げ
奉
る
」 

（『
大
英
游
記
』明
治
４０
年
） 

「
家
に
在
り
て
は
其
の
親
に
、
嫁
ぎ
て
は
其
の
夫
に
、
夫
死
し
て

は
其
の
子
に
、
子
長
じ
て
後
は
其
の
孫
に
、
そ
が
渾
身
の
愛
を

そ
ゝ
ぎ
て
片
時
の
安
き
を
愉
み
玉
は
ざ
る 

 

わ
が
最
愛
の
母

上
に 

再
び
此
の
は
か
な
き
小
冊
子
を
さ
ゝ
ぐ
」 

（『
半
球
周
遊
』明
治
４１
年
）  

「
四
年
ご
し
病
床
に
臥
し
て
何
一
つ
小
言
を
い
は
れ
ぬ 

母
様

に 

こ
の
書
を
さ
ゝ
ぐ
」 

（『
續
湖
畔
吟
』昭
和
７
年
） 

「
七
年
ご
し
病
に
臥
せ
る
母
様
に 

こ
の
書
を
さ
ゝ
ぐ
」 

（『
續
々
湖
畔
吟
』昭
和
１０
年
） 

『
楚
人
冠
全
集
』第
一
巻
完
成
、
真
っ
先
に
母
に
贈
呈
（昭
和

１２
年
１
月
） 

参
考
文
献 

『
楚
人
冠
全
集
』、『
酒
中
花
』（杉
村
武
） 

（美
崎
） 

  

第
一
小
児
童
会
が
嘉
納
治
五
郎
先
生
之
像 

清
掃 

 

我
孫
子
市
の
第
一
小
学
校
で
昨
年
度
よ
り
児
童
会
を
中

心
に
行
っ
て
き
た「
嘉
納
治
五
郎
先
生
之
像
」清
掃
活
動
が
今

年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
、
７
月
５
日
、
児
童
会
の
メ
ン
バ
ー
と
４

年
生
の
学
級
委
員
た
ち
が
参
加
し
た
。 

「
子
ど
も
達
は
代
表
の
意
識
を
も
っ
て
暑
さ
に
負
け
ず
一
生
懸

命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
嘉
納
先
生
の
像
が
き
れ
い
に
な
っ
て

と
て
も
ス
ッ
キ
リ
し
て
楽
し
か
っ
た
と
感
想
を
発
表
し
て
い
ま
し

た
。
我
孫
子
の
魅
力
発
信
と
ふ
る
さ
と
あ
び
こ
を
愛
し
貢
献

で
き
る
一
小
っ
子
の
育
成
を
目
指
し
て
今
年
度
も
活
動
を
地

道
に
続
け
て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

（第
一
小
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）  

国
税
局
・
税
務
署
を
か
た
っ
た
不
審
な
メ
ー
ル
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い 

（
左
記
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
が
、
指
定
さ
れ

た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
で
く
だ
さ
い
） 

 

１１                              我孫子の文化を守る会                              

税務署からの【未払い税金のお知らせ】 
e-Taxをご利用いただきありがとうございます。 
あなたの所得稅（または延滞金（法律により計算した客勛 に
ついて、これまで自主的に納付されるよう催促してきま した
が、まだ納付されておりません。 
もし最終期限までに 納付がないときは、税法のきめるところ
により、不動産、自動車などの登記登録財産や給料、売掛金
などの債権など の差押処分に着手致します。 
納稅確認番号:****2869 
滯納金合計:50000円 
納付期限: 2022/8/29 
最終期限: 2022/8/29 （支払期日の延長不可） 
お支払いへ⇒ https://www.nta.go.jp/tax-payment 
※ 本メールは、「国税電子申告・納税システム（e-Tax）」にメ
ールアドレスを登録いただいた方へ配信しております。 
なお、本メールアドレスは送信専用のため、返信を受け付け
ておりません。ご了承ください。 
---------------------------------------------------- 
発行元：国税庁 
Copyright (C) NATIONAL TAX AGENCY ALL Rights Reserved. 



第
三
十
六
回
短
歌
の
会
（
最
終
採
択
の
一
首
） 

七
月
十
九
日
実
施 

 
 
 
 
 
 

 

二
十
歳

は

た

ち

の
日
我
に
哲
学
の
書
を
く
れ
し
父
は 

ひ
そ
か
に
落
語
聞
き
お
り 

村
上 

智
雅
子  

出
て
こ
な
い
言
葉
を
手
繰
る
も
や
も
や
を 

米
と
ぐ
水
と
と
も
に
流
せ
り 

納
見 

美
恵
子  

石
垣
に
寄
り
添
い
待
つ
君
ゆ
ふ
ぐ
れ
の 

白
き
ブ
ラ
ウ
ス
白
き
く
つ
し
た 

佐
々
木 

侑  

禅
寺
に
置
か
れ
し
栞
繙

ひ
も
と

け
ば 

「
平
常
心
是
道
」
と
あ
り 

飯
高 

美
和
子  

娘
来
て
取
っ
て
置
き
だ
と
言
い
訳
し 

冷
や
し
た
グ
ラ
ス
に
冷
酒
呑
む
夕 

芦
崎 

敬
己  

聴
衆
も
演
者
も
望
ん
だ
生
の
声 

マ
ス
ク
外
せ
ず
無
念
の
定
演 

美
崎 

大
洋  

き
ら
め
き
し
我
が
青
春
の
つ
か
の
間
を 

契 ち
ぎ

り
し
人
の
す
で
に
亡
き
と
ふ 

伊
奈
野 

道
子  

人
の
影
延
び
来
し
夕
べ
の
坂
の
道 

夕
焼
け
小
焼
時
の
鐘
告
ぐ 

大
島 

光
子  

 

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

イ
ベ
ン
ト 

川
め
ぐ
り
と
木
下
の
史
跡
散
歩
（当
会
企
画
） 

 日
時 

１０
月
７
日
（金
） 

１３
時
～
１６
時
（雨
天
中
止
） 

集
合
場
所 

印
西
中
央
公
民
館
（木
下
駅
下
車
徒
歩
１０
分
） 

内
容 

①
中
央
公
民
館
内
で
外
来
植
物
な
ど
の
環
境
講
話 

 

 
 
 

②
手
賀
沼
川
流
域「
六
軒
川
」、「
弁
天
川
」を
遊
覧
船

２
艘
で
見
学
・周
遊 

 
 

 
 

③
印
西
の
排
水
機
場
見
学
・木
下
の
史
跡
探
訪 

 

定
員
・費
用 

定
員
２０
名
、
無
料 

申
込
方
法 

ハ
ガ
キ
に
氏
名
（１
枚
に
２
名
ま
で
可
）、
住
所
、 

年
齢
、
電
話 

申
込
先 

佐
藤
や
す
子
（我
孫
子
市
天
王
台
３
❘
３２
❘
６
） 

締
め
切
り 

９
月
２３
日
（申
し
込
み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
は､

手
賀
沼
の
水
質
の
改
善
や
流
域

の
環
境
保
全
を
進
め
る
た
め､

市
民
活
動
団
体､

流
域
７
市(

柏･

我
孫
子･

印
西･

白
井･

鎌
ケ
谷･

松
戸･

流
山)､

手
賀
沼
水
環
境
保

全
協
議
会
が
協
働
し､

山
階
鳥
類
研
究
所
の
後
援
で
開
催
し
て
い

る
。
当
会
が
所
属
し
て
い
る
美
手
連
が
行
政
と
手
賀
沼
流
域
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
協
働
開
催
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

当
会
の
行
事
予
定 

□
「
放
談
く
ら
ぶ
」 

日
時 
１０
月
２２
日
（土
）
１４
時
～
１６
時 

会
場 

 

ア
ビ
ス
タ
第
２
学
習
室 

講
師 

荒
井 
茂
男
氏
（市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
） 

演
題 

「
我
孫
子
の
地
名
あ
れ
こ
れ
」  

 

参
加
費
、
会
員
無
料
、
非
会
員
三
〇
〇
円 

申
し
込
み
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（七
一
八
五
）〇
六
七
五 

佐
々
木
ま
で 

 

（８
ペ
ー
ジ「
あ
び
こ
だ
よ
り
」参
照
く
だ
さ
い
） 

 

□ 

五
団
体
共
同
企
画
特
別
講
演
会 

日
時 

１０
月
２１
日
（金
）
１３
時
～
１５
時 

場
所 

ア
ビ
ス
タ
第
１
学
習
室 

講
師 

宗
岡 

恒
雄
氏
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
） 

演
題 

「
我
孫
子
市
に
お
け
る「
多
様
性
あ
る 

地
域
博
物
館
」を
考
え
る
」 

（９
ー
ジ
の
講
演
概
要
参
照
く
だ
さ
い
） 

 

□ 

市
民
の
チ
カ
ラ
ま
つ
り
参
加 
 
 
 

講
演
会
の
開
催
日
未
定 

前
回
会
報
で
１１
月
５
日
開
催
と
掲
載
し
ま
し
た
が
会
場
確

保
の
都
合
で
開
催
日
は
未
定
で
す
。
決
定
次
第
連
絡
し
ま
す
・ 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
短
歌
の
会
」 

第
三
十
七
回
短
歌
の
会 

日
時 

９
月
２７
（火
）
１３
時
３０
分
〜 

場
所 

け
や
き
プ
ラ
ザ
１０
階
小
会
議
室  

 

我
孫
子
市 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
状
況 

（令
和
４
年
９
月
７
日
時
点
の
速
報
値
） 

               

      
 

 

 ◎
稲
村
雑
談
寄
稿―

我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会
へ―

 

は
休
載
し
ま
し
た
。 

 

令和４年９月１日                   我孫子の文化を守る会                     第１８９号  １２                                         

年齢 
対象者

数 

接種者

数 

率

（％） 

5歳以上 128,097 89,976 86.29 

65歳以上 41,814 38,089 91.09 

5～64歳 86,283 51,887 60,14 

編
集
後
記 

著
作
権
と
は
、
著
作
物
を
創
作
し
た
こ
と
に
よ
り
著

作
者
に
発
生
す
る
権
利
の
こ
と
を
い
い
、
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
般
の
本
は
勿
論
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
文
章
を
無

断
で
引
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
イ
ラ
ス
ト
や
画
像
、
写

真
な
ど
も
同
様
で
す
。
文
章
や
写
真
な
ど
を
引
用
し
た
際
に
は

著
作
権
著
作
者
に
対
し
“
許
諾
を
得
る
”
か
、
そ
の
出
典
元

を
明
示
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
当
会
報
で
も
著
作

権
侵
害
に
あ
た
る
事
例
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
は
全
て
編
集
責
任
者
の
責
任
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
会
報
が
多
く

の
不
特
定
多
数
の
眼
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
著
作
権
に

つ
い
て
よ
り
厳
格
な
管
理
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（美
崎
） 

 

当会のホームぺージ http://abikonobunka.sakura.ne.jp/ 
 


